




 

に  

の 育の  に  

育  

     

日本教育会 支部では、 の教育の ・ を 、 でに支部 を

て り た。 

 の 、公 社 日本教育会 の 教育 彰 に から た

の 、会長賞（ 賞）を受賞 た を支部 第 と て する とと た

た。 

 教育 彰 は、学校現 の た 、 の となる を 彰 、教

員の を一 するとと に、 た の教育 の が ら る とを て

て る本部の公 です。 

 年 から 年 の には、本 から でに の ら が

て す。 の 学校の 状 を た の か と た の

長を 教 員の が伝わって す。 の教育 を に て た

て、 りがと す。 り す。 

 の 、 年 て会長賞を受賞 た。第 回（ 年 ）盛岡市立 中学

校、第 回（令和元年 ） 市立土淵小学校、第 回（令和 年 ） 立

中学校です。受賞 た 校の 、おめでと す。 

 教育 のとら 、 の ・ な 立てに 、校 けでな 、校

との を 、 に て る は、 校の校 日々の教

育 に になる とと す。 

 の教 員は、 た から の を 、 に す と

が が て す。 か 、 けでは、 た の を

、 を けて とはで 。 た に の学 、 、

を育てる の は教 の です。教 が 、 を 、 ら学 け、

ける と、 た に の を する と、 の が た に な

を す。 て、 が保 との と ながって す。 

 から には、 教育 を育 、教育の を けて と っており

す。 
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の 育に を  

育  

育   信  

年 会長賞受賞 盛岡市立 中学校 校長 佐藤 進 氏

本教育 は ・ で 学 の 現 に けて の な学 を 現するために、 々の

の問 を 、 と 学 、 の の学 を進め、 な を かす

の です。 に て る は、 める を て教 が る の を 、 での

を か た る な る に 、 の に て を て教 の

かけ の状 を教 員が で る に た とです。

本 に り には の と学 の に が ら 、教 には の 、

テ の役 に する が ら る になり、 の らなる の が になった と

は な です。 た 代の に 学校 で ・ に に り で る とに

中学校の教育 、 を た。

令和元年 会長賞受賞 市立土淵小学校 教諭 栗澤 由紀 氏

栗澤 の に に り の育 中学校 での を て は 日 に

に り の は ですが、 の学 の が に か て る と 、 の の

、 す た。 会では 学 の のために小中学校が 年 て

り 。 の を た学 と教 り。 の 学 の を

す な に て な学 を て に り で る とがわかる。 学 の す

を学校の に て て る の が 員から た。

た、 教 の学 に る は、 の に り ながら が て を伝 る り

で り、教 の が伝わるとと に、とて との が り た。

令和 年 会長賞受賞 立 中学校 校長 石川 健 氏

本教育 は、 30 年から 3 年 に り、 土の ・ ・ な の学 と、 に わる

々との を て、 た が を め、 に かって 長する を た です。

本 の て る は、 学 の教育 が総 な学 での学 にと ら 、日 の教育 の

と て て る とです。学校の教育 の 々な で の と を める の

と を る て する り な が 進 て す。 は が

る を に け、 に する で り、 に 長する中学 の のです。

校長 の の と 教 員が を わ て を り、育て、 を って社会に り

す が から伝わり、 た教育 で るとと に、 の とめ のわかり す を

ける表現 、総 から会長賞に すると めら た。

2 

１　あなたは学習に たっ 、解 な ならない問 を、
自分でや と い すか

２　あなたは学習に たっ 、 い問 や に たっ
、自分でや と い すか

３　 いことで 、 を ないで い すか

達の で自分の考 や を発 することは ですか
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の 育に を  

育  

育   信  

年 会長賞受賞 盛岡市立 中学校 校長 佐藤 進 氏

本教育 は ・ で 学 の 現 に けて の な学 を 現するために、 々の

の問 を 、 と 学 、 の の学 を進め、 な を かす

の です。 に て る は、 める を て教 が る の を 、 での

を か た る な る に 、 の に て を て教 の

かけ の状 を教 員が で る に た とです。

本 に り には の と学 の に が ら 、教 には の 、

テ の役 に する が ら る になり、 の らなる の が になった と

は な です。 た 代の に 学校 で ・ に に り で る とに

中学校の教育 、 を た。

令和元年 会長賞受賞 市立土淵小学校 教諭 栗澤 由紀 氏

栗澤 の に に り の育 中学校 での を て は 日 に

に り の は ですが、 の学 の が に か て る と 、 の の

、 す た。 会では 学 の のために小中学校が 年 て

り 。 の を た学 と教 り。 の 学 の を

す な に て な学 を て に り で る とがわかる。 学 の す

を学校の に て て る の が 員から た。

た、 教 の学 に る は、 の に り ながら が て を伝 る り

で り、教 の が伝わるとと に、とて との が り た。

令和 年 会長賞受賞 立 中学校 校長 石川 健 氏

本教育 は、 30 年から 3 年 に り、 土の ・ ・ な の学 と、 に わる

々との を て、 た が を め、 に かって 長する を た です。

本 の て る は、 学 の教育 が総 な学 での学 にと ら 、日 の教育 の

と て て る とです。学校の教育 の 々な で の と を める の

と を る て する り な が 進 て す。 は が

る を に け、 に する で り、 に 長する中学 の のです。

校長 の の と 教 員が を わ て を り、育て、 を って社会に り

す が から伝わり、 た教育 で るとと に、 の とめ のわかり す を

ける表現 、総 から会長賞に すると めら た。

2 

１　あなたは学習に たっ 、解 な ならない問 を、
自分でや と い すか

２　あなたは学習に たっ 、 い問 や に たっ
、自分でや と い すか

３　 いことで 、 を ないで い すか

達の で自分の考 や を発 することは ですか

平成30年度　会長賞受賞論文
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3

１本時の達成目標の明確化・焦点化・具体化
２生徒の中にある問いを引き出す　　　　
３既有の知識・生活経験と学習内容をつなぎ、洗練・統合する
４正解を求める発問から、思考を促す発問へ
５ファシリテーター（名脇役）に徹する　　
６他人との比較ではなく、個人内ののびや努力を評価する
７自分の学習過程やできたこと・できなかったことをモニターさせる　　　　
８その他
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5

6

7

8
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授業 時

プ ール

つ
か

（
内
発
的

付

）

生徒は、この時間で何が
るようになれ よいか、何

が分かれ よいかをつかんで
いる。

課題が、自分にとってどの
ような意 （ に つ、価
がある、 しい）をもつのか
を理解している。

学習プ を 、
内容、時間などで え、どの
ように学 のかを理解してい
る。

つ
た
え
る
（
相
互
の
思
考
が
絡

合
う
対
話
）

をもとに自分の考えを
まとめ、 的に学習に取組
んでいる。

自分の考えを発表したり、
達の考えを自分の考えと
しながら いたりして、自

分の考えを している。

分からないことや 得いか
ないことを 達や 生に 問
したりつ やいたりしてい
る。

７

課題解決した内容を、理
や とともに、 人 人が
まとめている。

８ つ
な
げ
る
（
学
び
の
自
己
対
話
）

自己評価・相互評価・評価問
題等により、本時の学習の成
果を見取ることができてい
る。

９

生徒は、できるようになっ
たこと、疑問が残ったことな
どなどについて、自分の言葉
で説明できている。

10

自己の変容を意識し、達成
感や有用感を自覚できるよう
工夫されている。

合評価

0 3 7   10

0 3 7   10

0 3 7   10

0 3 7   10

0 3 7   10

0 3 7   10

0 3 7   10

0 3 7   10

0 3 7   10

0 3 7   10

生徒が の授業を 現

るための ー

3

１本時の達成目標の明確化・焦点化・具体化
２生徒の中にある問いを引き出す　　　　
３既有の知識・生活経験と学習内容をつなぎ、洗練・統合する
４正解を求める発問から、思考を促す発問へ
５ファシリテーター（名脇役）に徹する　　
６他人との比較ではなく、個人内ののびや努力を評価する
７自分の学習過程やできたこと・できなかったことをモニターさせる　　　　
８その他
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の働きか 生徒の

つ
か

（
内
発
的

付

）

生徒は、この時間で何が

るようになれ よい

か、何が分かれ よいか

をつかんでいる。

10 生徒の思考に って き している。 内容をつか 、やる気を している。

7 問 で き している。 かれたことには えるが、 をつか

めていない。

3 説明で ませている。 いてはいるが理解できていない。

0 つかませていない。 分からずにいる。

課題が、自分にとってど

のような意 （ に つ、

価 がある、 しい）を

もつのかを理解してい

る。

10 生徒の思考に って き している。 学 意 や価 を見 し、やる気を し

ている。

7 問 で き している。 かれたことには えるが、 をつか

めていない。

3 説明で ませている。 いてはいるが理解できていない。

0 理解させていない。 分からずにいる。

学習プ を 、

内容、時間などで え、

どのように学 のかを理

解している。

10 生徒の思考に って き している。 どのように学 のかをつか 、やる気を

している。

7 問 で き している。 かれたことには えるが、 をつか

めていない。

3 説明で ませている。 いてはいるが理解できていない。

0 理解させていない。 分からずにいる。

つ
た
え
る
（
相
互
の
思
考
が
絡

合
う
対
話
）

をもとに自分の考え

をまとめ、 的に学習

に取組んでいる。

10
生徒の思考の や になる など

を に している。

考える内容や過程を理解し、ある を

もとに自分の考えをまとめている。

7
生徒の思考の になる を して

いる

考える内容を理解し、ある をもとに

自分の考えをまとめている。

3 何を に るか説明していない 考えているが がない。

0 何を考えるか理解させていない 何を考えれ いいか からずにいる。

自分の考えを発表した

り、 達の考えを自分の

考えと しながら い

たりして、自分の考えを

している。

10

発表を く を えて発表させ、発言

を 理しながら の生徒の意見を き

して げている。

達の発表の を え、自分の考えと

しながら、自分の考えを めたり、

したりしている。

7 相 の発表を く を に えてい

る。

達の発表の を え、自分の考えと

している。

3 考えたり したり る を して

いない。

発表を いているが、自分の考えと

したり、 めたりできずにいる。

0 何を として くか をしていな

い。

達の考えの をつかめずにいる。

分からないことや 得い

かないことを 達や 生

に 問したりつ やいた

りしている。

10
度な と 度な新 をもって働

きか ている。

分からないことや 得いかないことに対

して本 的な 問やつ やきをしてい

る。

7 問 で き している。 かれたことに対して えたり、考えた

りしている。

3 や を たせられていない。 分からないことがあるが 問 るまで至

らない。

0 が えをつ やいている。 よく分かっていない。

７
課題解決した内容を、理

や とともに、 人

人がまとめている。

10
課題解決した内容について、理 や

を明らかにさせながら個人でまとめさせ

ている。

課題解決した内容について、理 や

を明らかにしながら個人でまとめてい

る。

7 課題解決した内容に って、問 で き

しながらまとめさせている。

課題解決した内容に って、 のとの

問 を にしながらまとめている。

3 課題解決した内容を説明している。 課題解決した内容について説明をまとめ

ている。

0 まとめさせていない。 まとめられずにいる。

8
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８

つ
な
げ
る
（
学
び
の
自
己
対
話
）

自己評価・相互評価・評

価問題等により、本時の

学習の成果を見取ること

ができている。

10

本時の学習の内容を、既有の知識、成功・

失敗した原因や方法、これまでの思考の

過程、新たな疑問と解決につなげること

で、授業前後の個人内の伸びや努力など

の成長の変化を生徒に自覚化させ、本時

の学びの成果を自覚させている。

本時の学習の内容を、既有の知識、成功・

失敗した原因や方法、これまでの思考の

過程、新たな疑問と解決につなげること

で、授業前後の個人内の伸びや努力など

の成長の変化を生徒に自覚化させ、本時

の学びの成果を自覚している。

7

本時の学習の内容を、既有の知識、成功・

失敗した原因や方法、これまでの思考の

過程、新たな疑問と解決につなげて、生

徒に振り返らせている。

本時の学習の内容を、既有の知識、成功・

失敗した原因や方法、これまでの思考の

過程、新たな疑問と解決につなげて、振

り返っている。

3 本時の学習の内容について振り返らせて

いる。

本時の学習の内容について振り返ってい

る。

0 本時の学習について何も振り返らせてい

ない。

本時の学習について何も振り返っていな

い。

９

生徒は、できるようにな

ったこと、疑問が残った

ことなどなどについて、

自分の言葉で説明できて

いる。

10 （７に加えて）さらに考えたり表現した

りしたいことについて表現させている。

（７に加えて）疑問や考えたいことをも

っている。

7
学習課題に対して、できるようになった

ことや学習で明らかになったことについ

て表現させている。

分かったことやできたことについて自覚

している。

3 学習感想を書かせている。 分かってよかった、できなかった、発言

できずよくなかったなど、短絡的である。

0 振り返りをさせていない 学習を振り返っていない

10

自己の変容を意識し、達

成感や有用感を自覚でき

るよう工夫されている。

10
（７に加えて）ペアやグループなどで話

し合うなどして、相互に学びを振り返ら

せている。

（７に加えて）協働的な学習を通じて、

得た気付きや成果を相互に伝え合い、学

びを自覚している。

7
工夫して考え、取り組んだことや、仲間

の考えや表現の良さについて表現させて

いる。

自分の努力を自覚し、仲間の良さを気付

いている。

3 学習の達成度や理解度を確かめるにとど

まっている。

学習過程を振り返るに至っていない。

0 振り返りをさせていない 学習を振り返っていない。

9
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（
公
社
）
日
本
教
育
会

主
催
の
「
平
成
三
十
年
度

第
九
回
教
育
実
践
顕
彰
事

業
」
に
応
募
し
た
盛
岡
市

立
上
田
中
学
校
の
実
践
を

ま
と
め
た
論
文
が
、
見
事

最
高
賞
で
あ
る
「
会
長
賞
」
に
輝
き
ま

し
た
。
そ
の
論
文
の
概
要
を
昨
年
度
ま

で
同
校
校
長
を
勤
め
た
佐
藤
進
氏
に
ま

と
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

１

主
題
設
定
の
理
由

全
国
学
調
・
本
校
研
究
部
実
施
に
よ

る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
等
か
ら
、
生
徒
の

実
態
と
し
て
「
失
敗
や
間
違
い
を
恐
れ
、

前
へ
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
」「
考

え
や
意
見
を
発
表
す
る
こ
と
が
苦
手
で

あ
る
」
な
ど
、
学
び
に
対
す
る
姿
勢
が

課
題
と
し
て
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
、「
学
び
に
向
か
う
力
」
の

育
成
に
着
目
し
、
能
動
的
な
学
習
を
目

指
し
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
研
究
を
進

め
る
た
め
、
副
題
を
「
生
徒
が
主
役
の
授

業
」
と
し
て
、
教
師
主
導
の
授
業
か
ら

生
徒
主
体
の
授
業
へ
と
改
善
を
行
っ
た
。図１

１　あなたは学習に当たって、解決しなければならない問題
を、自分でやろうとしていますか。

２　あなたは学習に当たって、難しい問題や作業に当たって
も、自分でやり遂げようとしていますか。

３　難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦していますか。

■はい　■ほぼそうだ　■あまりそうでない　■いいえ

（
図
１
：
全
校
生
徒
対
象
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
。
失
敗
を
恐
れ
消
極
的
な
姿
勢

の
生
徒
が
三
割
程
度
み
ら
れ
た
。）

２
具
体
的
実
践
内
容

「
生
徒
が
主
役
の
授
業
」
実
現
の
た

め
に
「
７
つ
の
視
点
」
と
、
授
業
の
段

階
を
「
つ
か
む
（
動
機
付
け
）」「
つ
た
え

る
（
相
互
の
思
考
が
絡
み
合
う
対
話
）」

「
つ
な
げ
る
（
学
び
の
自
己
内
対
話
）」

の
３
つ
の
構
造
で
捉
え
、
学
び
の
必
然

性
を
重
視
し
た
授
業
を
目
指
し
た
。

１
「
生
徒
の
中
に
あ
る
問
い
を
引
き
出
す
」

２
「
本
時
の
達
成
目
標
の
明
確
化
・
焦
点
化
・

具
体
化
」

３
「
既
有
の
知
識
・
生
活
経
験
と
学
習
内

容
を
つ
な
ぎ
、
洗
練
・
統
合
す
る
」

４
「
正
解
を
求
め
る
発
問
か
ら
、
思
考
を

促
す
発
問
へ
」

５
「
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
（
名
脇
役
）
に

徹
す
る
」

６
「
他
人
と
の
比
較
で
は
な
く
、
個
人
内

の
伸
び
や
努
力
を
評
価
す
る
」

７
「
自
分
の
学
習
過
程
や
で
き
た
こ
と
・
で

き
な
か
っ
た
こ
と
を
モ
ニ
タ
ー
さ
せ
る
」

⑴
「
７
つ
の
視
点
」
成
果
の
一
例

①
「
生
徒
の
中
に
あ
る
問
い
を
引
き
出

す
〜
美
術
〜
」
学
ぶ
こ
と
に
必
然
性
を

感
じ
る
課
題
を
導
入
で
提
示
す
る
こ
と

で
、
作
品
を
よ
り
細
部
に
わ
た
っ
て
鑑

賞
し
よ
う
と
し
た
り
、
自
ら
の
作
品
を

振
り
返
り
な
が
ら
結
び
つ
け
て
学
習
を

深
め
よ
う
と
し
た
り
、
自
立
し
た
学
習

が
展
開
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

②
「
本
時
の
達
成
目
標
の
明
確
化
・
焦

点
化
・
具
体
化
〜
数
学
〜
」
授
業
を
終

え
た
時
に
ど
の
よ
う
な
力
を
身
に
つ
け

さ
せ
た
い
の
か
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ

し
、
評
価
問
題
や
評
価
場
面
、
指
導
方

法
を
吟
味
す
る
こ
と
で
学
習
の
ね
ら
い

が
焦
点
化
さ
れ
、
生
徒
の
主
体
的
な
活

動
場
面
を
よ
り
多
く
設
定
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

③
「
既
有
の
知
識
・
生
活
経
験
と
学
習

内
容
を
つ
な
ぎ
、
洗
練
・
統
合
す
る
〜

国
語
〜
」
文
章
構
成
や
表
現
方
法
、
学

習
用
語
の
基
本
を
確
実
に
押
さ
え
な
が

ら
、
そ
の
例
外
的
な
内
容
に
つ
い
て
意

図
的
に
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
ら

の
力
で
課
題
を
解
決
し
よ
う
と
主
体
的

に
取
り
組
み
、
思
考
の
広
が
り
や
深
ま

り
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。

④
「
正
解
を
求
め
る
発
問
か
ら
、
思
考

を
促
す
発
問
へ
〜
社
会
〜
」
思
考
を
促

す
た
め
の
発
問
を
吟
味
し
、
指
示
を
必

要
最
小
限
度
に
精
選
す
る
こ
と
に
よ
り
、

生
徒
個
々
の
意
見
や
相
互
の
や
り
と
り

が
活
発
化
し
、
多
面
的
・
多
角
的
な
見

方
・
考
え
方
に
つ
な
が
り
、
興
味
関
心

を
も
っ
て
積
極
的
に
思
考
す
る
授
業
展

開
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
実
現
に
向
け
た
授
業
改
善

〜
生
徒
が
主
役
の
授
業
の
あ
り
方
〜

盛
岡
市
立
上
田
中
学
校

前
校
長

佐

藤  

進
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⑤
「
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
（
名
脇
役
）

に
徹
す
る
〜
理
科
〜
」
生
徒
自
身
の
中

に
あ
る
不
完
全
な
考
え
方
や
表
現
を
取

り
上
げ
、
生
徒
の
話
し
合
い
で
解
決
す

る
時
間
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
教

師
の
一
方
的
な
方
向
付
け
や
価
値
付
け

を
極
力
減
ら
し
、
生
徒
相
互
の
試
行
錯

誤
を
生
み
出
す
こ
と
で
、
協
同
的
な
学

習
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

⑥
「
他
人
と
の
比
較
で
は
な
く
、
個
人

内
の
伸
び
や
努
力
を
評
価
す
る
〜
英
語

〜
」
ス
ピ
ー
チ
の
観
点
を
示
し
な
が
ら

相
互
評
価
を
行
う
時
間
を
設
定
し
、
向

上
し
て
い
る
点
、
不
足
し
て
い
る
点
を

指
摘
し
合
う
時
間
を
大
切
に
す
る
こ
と

で
、
自
分
の
成
長
と
共
に
仲
間
の
成
長

に
関
与
さ
せ
、
学
び
の
深
ま
り
や
充
実

感
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

⑦
「
自
分
の
学
習
過
程
や
で
き
た
こ
と
・

で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
モ
ニ
タ
ー
さ
せ

る
〜
音
楽
〜
」
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏

と
合
唱
曲
の
共
通
点
・
相
違
点
に
つ
い

て
比
較
聴
取
さ
せ
た
後
、
自
分
な
り
の

考
え
を
持
た
せ
た
上
で
実
際
の
歌
唱
や

表
現
に
つ
な
げ
る
展
開
を
構
想
す
る
こ

と
で
、
学
習
の
ね
ら
い
が
よ
り
明
確
に

な
り
、
ま
と
め
に
お
け
る
自
身
の
変
容

に
つ
い
て
自
覚
化
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

⑵
「
つ
か
む
」「
つ
た
え
る
」「
つ
な
げ

る
」
の
成
果
の
一
例

３面２段 （二）「つかむ」「つたえる」「つなげる」の成果の一例 表

（10.5ポイント）

ねらい 成 果 の 一 例

【家庭】ネット販売トラブルの事案や件数、盛岡市の

つ 未成年者の被害金額等を提示し、数値の大きさから課

か 動機付け 題意識を引き出した。また、高校生になるとトラブル

む が急増していることから、未然に防ぐために今、学ぶ

ことが大切だという必要感をもたせ、自分事として考

えることができた。

つ 【社会】グループでの交流を図る際には、個人の考え

た 相互の思考 や意見をもった状態で臨むようにしたことで、話し合

え が絡み合う いの土俵に全員が乗った状態で行えた。意見交流の中

る 対話 で気付いた関連性や事実をその場で追記させたこと

で、多面的・多角的に事象をみる思考が鍛えられ、様

々な事象をまとめる技術も向上した。

つ 【保健体育】次時の学習内容と関連付けて振り返りを

な 学びの自己 行ったことにより、本時の学習がこれからの学習にど

げ 内対話 うつながるのかを理解した上で振り返りを行うことが

る できた。本時の学習を今後の学習にどう生かせば良い

のか考えることができた。

３面２段 図２(文言) 〔図１上部と同じ字体で〕

あなたは学習にあたって、いつも疑問を感じたり、問題だと思ったりしま

すか。

３面３段 図３(文言) 〔図１上部と同じ字体で〕

あなたが、学習した満足感(充実感)を授業の中で感じるのは、次のどんな

時ですか。

□ 自分で結果や解き方の予想ができたり、見通しが立つとき

□ みんなと一緒に考えを出し合いながら問題が解決できたとき

□ 以前より自分でも「わかる・できる」ようになってきたとき

□ 身近で、興味のある学習課題を自分で立てて取り組んだとき

□ 自分で結果や解き方の予想ができたり、見通しが立つとき

□ みんなと一緒に考えを出し合いながら問題が解決できたとき

□ 以前より自分でも「わかる・できる」ようになってきたとき

□ 身近で、興味のある学習課題を自分で立てて取り組んだとき

３

研
究
の
成
果

⑴

課
題
意
識
の
向
上

構
造
的
な
視
点
で
授
業
改
善
を
進
め

た
こ
と
で
、
課
題
意
識
を
持
っ
て
学
習

に
取
り
組
む
生
徒
の
割
合
が
大
き
く
向

上
し
た
。（
図
２
）

⑵

学
び
の
姿
勢
の
変
化

「
つ
た
え
る
」
部
分
で
互
い
に
自
分
の

考
え
を
伝
え
合
い
課
題
解
決
に
向
か
う

授
業
ス
タ
イ
ル
が
浸
透
し
、
約
８
割
を

超
え
る
生
徒
が
、
課
題
解
決
の
た
め
に

積
極
的
に
調
べ
、
生
徒
同
士
又
は
教
師

に
相
談
す
る
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
。

特
に
、
学
習
に
対
し
て
消
極
的
な
姿

勢
の
生
徒
の
改
善
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

で
き
た
。（
図
２
）

⑶

教
師
の
意
識
の
変
化

教
師
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
ト
に
徹
す
る

こ
と
で
、
生
徒
が
主
体
的
に
問
題
や
課

題
を
解
決
し
て
い
く
学
習
が
身
に
つ
き

始
め
て
い
る
。
ま
た
、
相
互
交
流
に
よ

り
問
題
解
決
が
で
き
た
と
き
に
充
実
感

を
感
じ
る
生
徒
の
割
合
が
倍
増
。
他
者

と
の
連
携
の
中
で
学
習
成
果
を
構
築
す

る
こ
と
に
喜
び
を
見
出
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。（
図
３
）

４

今
後
に
向
け
て

「
で
き
た
・
で
き
な

い
」「
わ
か
っ
た
・
わ

か
ら
な
い
」
と
い
う

単
純
な
振
り
返
り
で

は
な
く
、
自
身
の
学

習
過
程
を
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
し
、
努
力
や
変
容
の
実
感
を
重
視

し
た
学
習
過
程
を
通
し
て
、
学
び
の
自

立
に
つ
な
が
る
方
策
に
つ
い
て
更
な
る

検
討
を
重
ね
改
善
に
つ
な
げ
て
い
く
。

ま
た
、
本
校
学
校
公
開
の
参
会
者
の

多
く
が
「
生
徒
の
中
に
あ
る
問
い
を
引

き
出
す
こ
と
」
や
「
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

に
徹
す
る
こ
と
」
に
困
難
を
感
じ
て
い

る
と
述
べ
て
い
る
。
教
え
る
こ
と
を
中

心
と
し
た「
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
」に
加
え
、

能
動
的
な
学
び
を
導
き
出
す
た
め
の

「
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
」
と
し
て
の
役

割
を
効
果
的
に
機
能
さ
せ
、
深
い
学
び

に
つ
な
げ
る
た
め
の
授
業
の
あ
り
方
に

つ
い
て
一
層
研
究
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

図２

あなたは学習にあたって、いつも疑問を感じたり、問題だ
と思ったりしますか。

■はい　■ほぼそうだ　■あまりそうではない　■いいえ

図３

あなたが、学習した満足感（充実感）を授業の中で感
じるのは、次のどんな時ですか。

■自分で結果や解き方の予想ができたり、見通しが立つとき
■みんなと一緒に考えを出し合いながら問題が解決できたとき
■以前より自分でも「わかる・できる」ようになってきたとき
■身近で、興味のある学習課題を自分で立てて取り組んだとき
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（
公
社
）
日
本
教
育
会

主
催
の
「
平
成
三
十
年
度

第
九
回
教
育
実
践
顕
彰
事

業
」
に
応
募
し
た
盛
岡
市

立
上
田
中
学
校
の
実
践
を

ま
と
め
た
論
文
が
、
見
事

最
高
賞
で
あ
る
「
会
長
賞
」
に
輝
き
ま

し
た
。
そ
の
論
文
の
概
要
を
昨
年
度
ま

で
同
校
校
長
を
勤
め
た
佐
藤
進
氏
に
ま

と
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

１

主
題
設
定
の
理
由

全
国
学
調
・
本
校
研
究
部
実
施
に
よ

る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
等
か
ら
、
生
徒
の

実
態
と
し
て
「
失
敗
や
間
違
い
を
恐
れ
、

前
へ
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
」「
考

え
や
意
見
を
発
表
す
る
こ
と
が
苦
手
で

あ
る
」
な
ど
、
学
び
に
対
す
る
姿
勢
が

課
題
と
し
て
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
、「
学
び
に
向
か
う
力
」
の

育
成
に
着
目
し
、
能
動
的
な
学
習
を
目

指
し
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
研
究
を
進

め
る
た
め
、
副
題
を
「
生
徒
が
主
役
の
授

業
」
と
し
て
、
教
師
主
導
の
授
業
か
ら

生
徒
主
体
の
授
業
へ
と
改
善
を
行
っ
た
。図１

１　あなたは学習に当たって、解決しなければならない問題
を、自分でやろうとしていますか。

２　あなたは学習に当たって、難しい問題や作業に当たって
も、自分でやり遂げようとしていますか。

３　難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦していますか。

■はい　■ほぼそうだ　■あまりそうでない　■いいえ

（
図
１
：
全
校
生
徒
対
象
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
。
失
敗
を
恐
れ
消
極
的
な
姿
勢

の
生
徒
が
三
割
程
度
み
ら
れ
た
。）

２
具
体
的
実
践
内
容

「
生
徒
が
主
役
の
授
業
」
実
現
の
た

め
に
「
７
つ
の
視
点
」
と
、
授
業
の
段

階
を
「
つ
か
む
（
動
機
付
け
）」「
つ
た
え

る
（
相
互
の
思
考
が
絡
み
合
う
対
話
）」

「
つ
な
げ
る
（
学
び
の
自
己
内
対
話
）」

の
３
つ
の
構
造
で
捉
え
、
学
び
の
必
然

性
を
重
視
し
た
授
業
を
目
指
し
た
。

１
「
生
徒
の
中
に
あ
る
問
い
を
引
き
出
す
」

２
「
本
時
の
達
成
目
標
の
明
確
化
・
焦
点
化
・

具
体
化
」

３
「
既
有
の
知
識
・
生
活
経
験
と
学
習
内

容
を
つ
な
ぎ
、
洗
練
・
統
合
す
る
」

４
「
正
解
を
求
め
る
発
問
か
ら
、
思
考
を

促
す
発
問
へ
」

５
「
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
（
名
脇
役
）
に

徹
す
る
」

６
「
他
人
と
の
比
較
で
は
な
く
、
個
人
内

の
伸
び
や
努
力
を
評
価
す
る
」

７
「
自
分
の
学
習
過
程
や
で
き
た
こ
と
・
で

き
な
か
っ
た
こ
と
を
モ
ニ
タ
ー
さ
せ
る
」

⑴
「
７
つ
の
視
点
」
成
果
の
一
例

①
「
生
徒
の
中
に
あ
る
問
い
を
引
き
出

す
〜
美
術
〜
」
学
ぶ
こ
と
に
必
然
性
を

感
じ
る
課
題
を
導
入
で
提
示
す
る
こ
と

で
、
作
品
を
よ
り
細
部
に
わ
た
っ
て
鑑

賞
し
よ
う
と
し
た
り
、
自
ら
の
作
品
を

振
り
返
り
な
が
ら
結
び
つ
け
て
学
習
を

深
め
よ
う
と
し
た
り
、
自
立
し
た
学
習

が
展
開
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

②
「
本
時
の
達
成
目
標
の
明
確
化
・
焦

点
化
・
具
体
化
〜
数
学
〜
」
授
業
を
終

え
た
時
に
ど
の
よ
う
な
力
を
身
に
つ
け

さ
せ
た
い
の
か
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ

し
、
評
価
問
題
や
評
価
場
面
、
指
導
方

法
を
吟
味
す
る
こ
と
で
学
習
の
ね
ら
い

が
焦
点
化
さ
れ
、
生
徒
の
主
体
的
な
活

動
場
面
を
よ
り
多
く
設
定
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

③
「
既
有
の
知
識
・
生
活
経
験
と
学
習

内
容
を
つ
な
ぎ
、
洗
練
・
統
合
す
る
〜

国
語
〜
」
文
章
構
成
や
表
現
方
法
、
学

習
用
語
の
基
本
を
確
実
に
押
さ
え
な
が

ら
、
そ
の
例
外
的
な
内
容
に
つ
い
て
意

図
的
に
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
ら

の
力
で
課
題
を
解
決
し
よ
う
と
主
体
的

に
取
り
組
み
、
思
考
の
広
が
り
や
深
ま

り
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。

④
「
正
解
を
求
め
る
発
問
か
ら
、
思
考

を
促
す
発
問
へ
〜
社
会
〜
」
思
考
を
促

す
た
め
の
発
問
を
吟
味
し
、
指
示
を
必

要
最
小
限
度
に
精
選
す
る
こ
と
に
よ
り
、

生
徒
個
々
の
意
見
や
相
互
の
や
り
と
り

が
活
発
化
し
、
多
面
的
・
多
角
的
な
見

方
・
考
え
方
に
つ
な
が
り
、
興
味
関
心

を
も
っ
て
積
極
的
に
思
考
す
る
授
業
展

開
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
実
現
に
向
け
た
授
業
改
善

〜
生
徒
が
主
役
の
授
業
の
あ
り
方
〜

盛
岡
市
立
上
田
中
学
校

前
校
長

佐

藤  

進

いわての教育実践研究～その13～

（2）令和元年９月17日 日 本 教 育 岩 手 第 181 号

⑤
「
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
（
名
脇
役
）

に
徹
す
る
〜
理
科
〜
」
生
徒
自
身
の
中

に
あ
る
不
完
全
な
考
え
方
や
表
現
を
取

り
上
げ
、
生
徒
の
話
し
合
い
で
解
決
す

る
時
間
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
教

師
の
一
方
的
な
方
向
付
け
や
価
値
付
け

を
極
力
減
ら
し
、
生
徒
相
互
の
試
行
錯

誤
を
生
み
出
す
こ
と
で
、
協
同
的
な
学

習
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

⑥
「
他
人
と
の
比
較
で
は
な
く
、
個
人

内
の
伸
び
や
努
力
を
評
価
す
る
〜
英
語

〜
」
ス
ピ
ー
チ
の
観
点
を
示
し
な
が
ら

相
互
評
価
を
行
う
時
間
を
設
定
し
、
向

上
し
て
い
る
点
、
不
足
し
て
い
る
点
を

指
摘
し
合
う
時
間
を
大
切
に
す
る
こ
と

で
、
自
分
の
成
長
と
共
に
仲
間
の
成
長

に
関
与
さ
せ
、
学
び
の
深
ま
り
や
充
実

感
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

⑦
「
自
分
の
学
習
過
程
や
で
き
た
こ
と
・

で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
モ
ニ
タ
ー
さ
せ

る
〜
音
楽
〜
」
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏

と
合
唱
曲
の
共
通
点
・
相
違
点
に
つ
い

て
比
較
聴
取
さ
せ
た
後
、
自
分
な
り
の

考
え
を
持
た
せ
た
上
で
実
際
の
歌
唱
や

表
現
に
つ
な
げ
る
展
開
を
構
想
す
る
こ

と
で
、
学
習
の
ね
ら
い
が
よ
り
明
確
に

な
り
、
ま
と
め
に
お
け
る
自
身
の
変
容

に
つ
い
て
自
覚
化
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

⑵
「
つ
か
む
」「
つ
た
え
る
」「
つ
な
げ

る
」
の
成
果
の
一
例

３面２段 （二）「つかむ」「つたえる」「つなげる」の成果の一例 表

（10.5ポイント）

ねらい 成 果 の 一 例

【家庭】ネット販売トラブルの事案や件数、盛岡市の

つ 未成年者の被害金額等を提示し、数値の大きさから課

か 動機付け 題意識を引き出した。また、高校生になるとトラブル

む が急増していることから、未然に防ぐために今、学ぶ

ことが大切だという必要感をもたせ、自分事として考

えることができた。

つ 【社会】グループでの交流を図る際には、個人の考え

た 相互の思考 や意見をもった状態で臨むようにしたことで、話し合

え が絡み合う いの土俵に全員が乗った状態で行えた。意見交流の中

る 対話 で気付いた関連性や事実をその場で追記させたこと

で、多面的・多角的に事象をみる思考が鍛えられ、様

々な事象をまとめる技術も向上した。

つ 【保健体育】次時の学習内容と関連付けて振り返りを

な 学びの自己 行ったことにより、本時の学習がこれからの学習にど

げ 内対話 うつながるのかを理解した上で振り返りを行うことが

る できた。本時の学習を今後の学習にどう生かせば良い

のか考えることができた。

３面２段 図２(文言) 〔図１上部と同じ字体で〕

あなたは学習にあたって、いつも疑問を感じたり、問題だと思ったりしま

すか。

３面３段 図３(文言) 〔図１上部と同じ字体で〕

あなたが、学習した満足感(充実感)を授業の中で感じるのは、次のどんな

時ですか。

□ 自分で結果や解き方の予想ができたり、見通しが立つとき

□ みんなと一緒に考えを出し合いながら問題が解決できたとき

□ 以前より自分でも「わかる・できる」ようになってきたとき

□ 身近で、興味のある学習課題を自分で立てて取り組んだとき

□ 自分で結果や解き方の予想ができたり、見通しが立つとき

□ みんなと一緒に考えを出し合いながら問題が解決できたとき

□ 以前より自分でも「わかる・できる」ようになってきたとき

□ 身近で、興味のある学習課題を自分で立てて取り組んだとき

３

研
究
の
成
果

⑴

課
題
意
識
の
向
上

構
造
的
な
視
点
で
授
業
改
善
を
進
め

た
こ
と
で
、
課
題
意
識
を
持
っ
て
学
習

に
取
り
組
む
生
徒
の
割
合
が
大
き
く
向

上
し
た
。（
図
２
）

⑵

学
び
の
姿
勢
の
変
化

「
つ
た
え
る
」
部
分
で
互
い
に
自
分
の

考
え
を
伝
え
合
い
課
題
解
決
に
向
か
う

授
業
ス
タ
イ
ル
が
浸
透
し
、
約
８
割
を

超
え
る
生
徒
が
、
課
題
解
決
の
た
め
に

積
極
的
に
調
べ
、
生
徒
同
士
又
は
教
師

に
相
談
す
る
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
。

特
に
、
学
習
に
対
し
て
消
極
的
な
姿

勢
の
生
徒
の
改
善
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

で
き
た
。（
図
２
）

⑶

教
師
の
意
識
の
変
化

教
師
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
ト
に
徹
す
る

こ
と
で
、
生
徒
が
主
体
的
に
問
題
や
課

題
を
解
決
し
て
い
く
学
習
が
身
に
つ
き

始
め
て
い
る
。
ま
た
、
相
互
交
流
に
よ

り
問
題
解
決
が
で
き
た
と
き
に
充
実
感

を
感
じ
る
生
徒
の
割
合
が
倍
増
。
他
者

と
の
連
携
の
中
で
学
習
成
果
を
構
築
す

る
こ
と
に
喜
び
を
見
出
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。（
図
３
）

４

今
後
に
向
け
て

「
で
き
た
・
で
き
な

い
」「
わ
か
っ
た
・
わ

か
ら
な
い
」
と
い
う

単
純
な
振
り
返
り
で

は
な
く
、
自
身
の
学

習
過
程
を
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
し
、
努
力
や
変
容
の
実
感
を
重
視

し
た
学
習
過
程
を
通
し
て
、
学
び
の
自

立
に
つ
な
が
る
方
策
に
つ
い
て
更
な
る

検
討
を
重
ね
改
善
に
つ
な
げ
て
い
く
。

ま
た
、
本
校
学
校
公
開
の
参
会
者
の

多
く
が
「
生
徒
の
中
に
あ
る
問
い
を
引

き
出
す
こ
と
」
や
「
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

に
徹
す
る
こ
と
」
に
困
難
を
感
じ
て
い

る
と
述
べ
て
い
る
。
教
え
る
こ
と
を
中

心
と
し
た「
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
」に
加
え
、

能
動
的
な
学
び
を
導
き
出
す
た
め
の

「
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
」
と
し
て
の
役

割
を
効
果
的
に
機
能
さ
せ
、
深
い
学
び

に
つ
な
げ
る
た
め
の
授
業
の
あ
り
方
に

つ
い
て
一
層
研
究
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

図２

あなたは学習にあたって、いつも疑問を感じたり、問題だ
と思ったりしますか。

■はい　■ほぼそうだ　■あまりそうではない　■いいえ

図３

あなたが、学習した満足感（充実感）を授業の中で感
じるのは、次のどんな時ですか。

■自分で結果や解き方の予想ができたり、見通しが立つとき
■みんなと一緒に考えを出し合いながら問題が解決できたとき
■以前より自分でも「わかる・できる」ようになってきたとき
■身近で、興味のある学習課題を自分で立てて取り組んだとき

（3） 令和元年９月17日 日 本 教 育 岩 手 第 181 号
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学

     グ 化 に が 化する に

と に て すること と切 し る 化 に

する と 図ること 化に する が求め れて る。しかし

学 か に が れることが かに っ

た。こ ことか で ２ １２ て く

３ が れた。これ け で 学 に け して

る。 で で る。

るく で れた に して に も とする

が れる。 ３ か 学習 習 し と と 動した 学

習 して く が れて る。しかし った

か 学習に か するため に け めたと かが

るも が学習 するために 分かる 分か にし に

学習して ると 。 学 か こ 学習に する が

が き に ても き が れ と ことも で る。

  ３ か に に もと

にして てきた。 に て できた 分かった

ること も 求して るとこ で る。こ 学 けで く

学 方 化するも で る。 学習 するために

方 が で る。 学習に して 動 が ため と

する学 方 ジ化 ることも め て た。

  

   ① に けた２

     が する 学 で た 図

るために ① める学習 ②

動 ２ し 学 ３ 学 １ ４ で て る。これ

に る か として し 学

に したも で る。 方 し が

方法 求して る。 学 で こ に 化し 方 で すること

に 学 して る。

   ② す

     した に て した

した するために に２

って る。 で に に る

し 学

に る 。 こ

とに 学 学

学 学習ができる 方法 し するこ

とができて る。 た 学 学 で てきた

【 】

学 学習 し に ると が れ

て る。

た で １ って る。こ 学

と が れる。こ に 学 学 して で１

に か が図 れて る。

  

   ① する 学 ①と 動

     で に

する。 する けで く 方

法 で する しく 図に す

できる も て る。これ

で 分かった と しても に ると

が と か が ができ

る に れば 分かったと る か と が

でき ことに が る で かと分 したことに

る で る。

た １ 学習 に 学習 で れた に

で る。これに 学習 する に がって る。

   ② 学 る学習形 図 学 ②と 動

     学習 に った学 が 図 に し して る。

     【 学び合い 】

  

    た に 学 図 してか 。学 図と

し た とめたも で る。こ 学 図

することで学 形 した 図 に めた することができる。

分 に ければ 図に とめることができ ため にと

っても する一 と って る。

③ 動 学習 す

     で ければ

が しても が く ってし と

が く れた。 ことか

に ける が た し

もと してきた。

方 で学 が ってくる。

これ で が   

自力解決→一斉 自力解決を一斉で学び、課題を解決する。

ペア→一斉 はじめから２人組で考える。思考過程も説明し、一斉で学ぶ。

２人→４人→２人→１人 人数を増やして思考を深め、最後は個に戻ることで理解を確実に。

個人→ペア・グループ→一斉 自分の考えを一回は説明できる安心感。

個人→フリー→一斉 自分が説明を聞きたい人のところに集まり、思考を整理する。

個人→ジグソー学習 自分で導き出した考えをパーツごとに分かれて説明する。

分かる人グループ

分からない人グループ

学習内容の理解度に応じた小集団を作る。理解したグループはどんど

ん進める。理解が難しいグループは教師と学ぶ。

分かる人＋分からない人 理解できなかった人は、十分に理解できている人に聞きに行く。

【教師 い い 】

【 ール（ ）】

令和元年度　会長賞受賞論文
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学

     グ 化 に が 化する に

と に て すること と切 し る 化 に

する と 図ること 化に する が求め れて る。しかし

学 か に が れることが かに っ

た。こ ことか で ２ １２ て く

３ が れた。これ け で 学 に け して

る。 で で る。

るく で れた に して に も とする

が れる。 ３ か 学習 習 し と と 動した 学

習 して く が れて る。しかし った

か 学習に か するため に け めたと かが

るも が学習 するために 分かる 分か にし に

学習して ると 。 学 か こ 学習に する が

が き に ても き が れ と ことも で る。

  ３ か に に もと

にして てきた。 に て できた 分かった

ること も 求して るとこ で る。こ 学 けで く

学 方 化するも で る。 学習 するために

方 が で る。 学習に して 動 が ため と

する学 方 ジ化 ることも め て た。

  

   ① に けた２

     が する 学 で た 図

るために ① める学習 ②

動 ２ し 学 ３ 学 １ ４ で て る。これ

に る か として し 学

に したも で る。 方 し が

方法 求して る。 学 で こ に 化し 方 で すること

に 学 して る。

   ② す

     した に て した

した するために に２

って る。 で に に る

し 学

に る 。 こ

とに 学 学

学 学習ができる 方法 し するこ

とができて る。 た 学 学 で てきた

【 】

学 学習 し に ると が れ

て る。

た で １ って る。こ 学

と が れる。こ に 学 学 して で１

に か が図 れて る。

  

   ① する 学 ①と 動

     で に

する。 する けで く 方

法 で する しく 図に す

できる も て る。これ

で 分かった と しても に ると

が と か が ができ

る に れば 分かったと る か と が

でき ことに が る で かと分 したことに

る で る。

た １ 学習 に 学習 で れた に

で る。これに 学習 する に がって る。

   ② 学 る学習形 図 学 ②と 動

     学習 に った学 が 図 に し して る。

     【 学び合い 】

  

    た に 学 図 してか 。学 図と

し た とめたも で る。こ 学 図

することで学 形 した 図 に めた することができる。

分 に ければ 図に とめることができ ため にと

っても する一 と って る。

③ 動 学習 す

     で ければ

が しても が く ってし と

が く れた。 ことか

に ける が た し

もと してきた。

方 で学 が ってくる。

これ で が   

自力解決→一斉 自力解決を一斉で学び、課題を解決する。

ペア→一斉 はじめから２人組で考える。思考過程も説明し、一斉で学ぶ。

２人→４人→２人→１人 人数を増やして思考を深め、最後は個に戻ることで理解を確実に。

個人→ペア・グループ→一斉 自分の考えを一回は説明できる安心感。

個人→フリー→一斉 自分が説明を聞きたい人のところに集まり、思考を整理する。

個人→ジグソー学習 自分で導き出した考えをパーツごとに分かれて説明する。

分かる人グループ

分からない人グループ

学習内容の理解度に応じた小集団を作る。理解したグループはどんど

ん進める。理解が難しいグループは教師と学ぶ。

分かる人＋分からない人 理解できなかった人は、十分に理解できている人に聞きに行く。

  
【教師 い い 】

【 ール（ ）】
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して たが にして く に ることに が

分 として する が れる に って る。

た 動 学習 するために

して る。これ

に 分 学 で に

た た と る

習 したも で る。学

に て が して

に する。 習 と が 分 しく することが に

学 化に がって る。

   ① に る学 ジ化

     に す学 に ジ

るために に る学 って

る。こ で って る

で 分かった って

る 分 ことができ

し が とし

て で 。

分た 学 と して

たこと す。これ で 一 が すれば したと って た も が

でも 分 で する でしか分か くても して 分か けれ

ば分かる で しても 分か こと 分か と しても と

ジ ことに がって る。

   ② に る

    ることで ジできた学

に くために 学 で た して

る。 これ し方 て 分 す

ることができる。 学 に て

に 。 が に れて これ し方

し 分 で学 に する に って る。

  ③ が学 に できる

   で る。これ す て が できる に学

ため けで る。 分か で も 分 すること

に 学習に って く。

分か した に する。

分が分か か し か しく し す

図 て し す が 分 できること して

して く。 学 に ると が し が が

って して く。 に た学 図 もとにして

図 ことも る。

学 が した 学 で めに 分か と した に して

く できたか と かけた 図に たけれ しく でき で け

してく と で め った する に学 が れて る。

【算数アイテム（見通しアイテム・方法）】

【教師実演による「学び合い」】

【スキルアップカード】

【ハンドサイン】

２ に き たこと に ってきたことで 学

が 方 で することができて る。 で 学習

とともに 学習 るため で

として 学 し た る

① める学習

化することができた。 た 分で く

した 学習か

した と ②

動 も れ 学 が一

と って に けて こと

ができた。

で した にも ２

に た が で ったことが

れて る。

か

が に学習し と して

ることが分かる。 るとこ

か で ったが で

でも 分た で し

め が に れ

て る。 で る に て

も る

ために する 学 般で

が れる に った。

た ４ 学 学習 に て 学 で に学習し

て たか に する が１ で ったことか れ

と る。

学 に ける ① 一 と が 分 として し 学 ことに

し ため で る。 ② 分 と して

めるため で る。 れも 学習 に れる で で 学

グ と して る。２ に き してきたこと

学習 に れた 化して ることと る。

  ３ で 学習に して が にして 動

に したが に として れて ると 。これ 学

か れる れに する が れる。 た で 学習とし

て して したこと とめる にした でか

学習 れて るが に る に た 学習

方も に する が る。 に ために 学 で め

学 が する に めて くことも して が る。
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遠野市立土淵小学校

2 3   

ONETEAM

               

   

  

  

10 10

資料

学び合い構想図例【第 4学年 面積】  ジグソー学習を取り入れて展開した例

図①

分けてたす

式①２×３＋２×６＝１

８

式②４×３＋２×３＝１

８

式③４×６－２×３＝１

８

式④(２＋４)×３＝６×

３

      ＝１８

図②

分けてたす

図③

たして引く

図④

切って動かす

図①

②

③

④

図①

②

③

④

図①

②

③

④

図①

②

③

④

一般化

でこぼこした形も長方形にすれば

求めることができる。

方法 ①分けてたす

②たして引く

③切って動かす

ジ
グ
ソ
ー
学
習
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資料 遠野市

                                                                                           

１ 主体的な学びの実現を目指した単元・授業構想

(1) 端的な指示・発問（児童生徒の活動の時間の保障）

   S-T(TC)

(2) 問題意識の醸成、課題発見・課題解決の機会を保障。

     学習の見通しをもつ

         

自分の考えをもつ

        

     ペアや集団で話し合う

        比較・選択・順序・共有・評価・分類・類推・要約

     学習内容や学習方法を振り返る

  (3) 学習活動を振り返り、自分の成長をメタ認知する機会を保障

  

２ 対話的な学び（ペア・小グループ等の交流）の充実

(1) 話合いの目的の明確化

(2) 話し合いの方法

(3) 話し合いの内容

３ 深い学びの実現：教科の目標を達成する授業づくり

(1) 学習課題・発問の吟味

(2) 根拠や理由を大切にする

(3) 教師による「助言・援助・ゆさぶり」などの適切な働きかけ

18
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資料 遠野市
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３ 深い学びの実現：教科の目標を達成する授業づくり
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(2) 根拠や理由を大切にする

(3) 教師による「助言・援助・ゆさぶり」などの適切な働きかけ

資料 【遠野市 授業づくりスタンダード】

授業との関連を図った課題の内容や出し方等を工夫して          、、学習内容を確実に定着させる。

授

業

ま

で

に

□ この時間にどんな力をつけるのかを明確にする。⇔
※児童生徒が何ができるようになるとよいのか、何が分かるようになるとよいのか、

教師自身が一言で言い表せるよう明確にしてから授業に臨む。

□ 児童生徒同士が学び合う時間を確保する。
※児童生徒同士が学び合うためには、発問が大切である。

やってみたい、考えてみたいと思わせる発問を考えてみる。
（考えさせるための資料提示も効果的である。）

学

習

過

程

・

授

業

場

面

導

入

□ 何を考えるのか、何を学ぶのかを明確にした導入を心がける。

（例）・前時までの学習と本時の学習を関連づける。

  ・考えたくなる、調べたくなるような問題提示や資料提示をする。

               ※学習課題を立てるときは、児童生徒の考えや             

き         出     言葉を大切にする。

☆ をもたせる。

（例）・これまでのどんな考え方を使うとできそうか見当をもたせる。

  ・学習形態、活動内容、時間など、学習プロセスの見当をもたせる。

展

開

☆               に取組む。

【児童生徒の学習活動例】

□ 自分の考えをもつ。

・個人の考えをノートやプリントに書

いたり、根拠となる部分にサイドラ

インを引いたりする。

□ 学び合う。

・ペアやグループ、全体で考えたこと

を交流する。

※交流の例

○自分の考えを出し合う。

○同じ点、異なる点を比較する。

○補足し、よりよい考えにする。

□ 学習したことをまとめる。

・本時の課題をまとめ、「何ができる

ようになったのか、何がわかったの

か」考える。

【教師の留意点】

□ 一人一人の思考、つまずきを把握する。

・机間指導では、一人一人の状況を確認しな

がら、称揚して自信をもたせる。

・支援が必要な子には、既習内容に立ち返ら

せるなど、具体的な解決法を示す。

□ 発問（指示）を吟味する。

・同じ発問は繰り返さない。発問したなら

ば、挙手して発言させる。

□ 児童生徒が主体となる交流(対話)にする。

・教師は支援者として、発言をつなげるな

ど、学び合いをコーディネートする。大事

なことは児童生徒の気付きから引き出すよ

うにする。

□ 構造的な板書を心がける。

・１時間の学習の足跡を残す。
□ 児童生徒の考え(発言)をもとにして、本時

の課題をまとめる。(整合性を図ること)

終

末

□ まとめた考えを活用して個人の力で

問題に取り組む。

・一人でできるかやってみる。

・できないとき、分からない時は質問

して、できるまで、わかるまでやっ

てみる。

□ 最後は、個人で問題に取り組ませ、児童生

徒一人一人に、「できた」「わかった」
を実感させる。

☆ をさせる。

（振り返りの例）

・授業を通して、できるようになったこと、わかったこと、

わからなかったこと、興味をもったことなど。

・どのような学習プロセスによって、自分がどのように変容

したのか。友達から学んだことは何かなど。

※教師は、振り返りを意図的に次時の授業にいかす。

新しい時代に必要となる資質・能力

「学びに向かう力・人間性」

「知識・技能」

「思考力・判断力・表現力等」

課題につなげる！

学習意欲の向上(西中区)

課題意識の持続(遠中区)

この問題が一人でできるようになったよ！

○〇になるには、〇〇だったからね。理由が

よくわかったわ！

授業でできたこと

を、家庭学習でやっ

てみよう。明日の問

題にもチャレンジし

てみようかな。

いわての授業づくり③

目標・内容の精選

※自分の言葉で記述したり、発表したりすることが大切。

学習の見通し

学習の振り返り

意欲を高める学習課題の設定(東中区)いわての授業づくり①

課題を解決するための学習活動 いわての授業づくり②

言語活動の充実(西中区)

言葉をつなぐ全員参加型の言語活動(東中区)

達成状況の把握(遠中区)

「主体的・対話的で深い学び」の実現

家庭学習に取組ませ

学習の振り返り
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（
公
社
）
日
本
教
育
会

主
催
の
「
令
和
元
年
度
第

十
回
教
育
実
践
顕
彰
事

業
」
に
応
募
し
た
遠
野
市

立
土
淵
小
学
校
の
実
践
を

ま
と
め
た
論
文
が
、
見
事

最
高
賞
で
あ
る「
会
長
賞
」

に
輝
き
ま
し
た
。
そ
の
論

文
の
概
要
を
同
校
栗
澤
由
紀
教
諭
に
ま

と
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

１

主
題
設
定
の
理
由

本
校
の
児
童
は
明
る
く
素
直
で
あ
り
、

与
え
ら
れ
た
課
題
に
対
し
て
真
剣
に
取

り
組
も
う
と
す
る
真
面
目
な
様
子
が
見

ら
れ
る
。
過
去
４
年
間
の
研
究
の
成
果

か
ら
、
粘
り
強
く
学
習
に
取
り
組
む
意

欲
の
向
上
も
見
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

学
習
内
容
を
理
解
す
る
た
め
に
、
児
童

全
員
が
「
分
か
る
、
分
か
ら
な
い
」
を

明
確
に
し
、
主
体
的
に
学
習
し
て
い
る

と
は
言
い
難
い
。
そ
こ
で
、
遠
野
市
で
取

り
組
む
中
学
校
区
の
取
組
と
ベ
ク
ト
ル

を
合
わ
せ
、
能
動
的
に
学
ぶ
児
童
を
育

成
し
よ
う
と
こ
の
主
題
を
設
定
し
た
。

２
具
体
的
実
践
内
容

本
校
は
、
４
年
前
か
ら
算
数
科
を
中

心
に
し
て
研
究
実
践
を
重
ね
て
き
た
。

主
体
的
な
学
習
態
度
を
育
成
す
る
た
め

に
は
、
児
童
、
教
師
双
方
の
意
識
改
革

が
必
要
で
あ
る
た
め
、
以
下
の
よ
う
な

手
立
て
を
講
じ
、
実
践
を
積
み
重
ね
た
。

⑴
中
学
校
区
ご
と
に
連
携
し
た
取
組

①
授
業
改
善
に
向
け
た
２
つ
の
視
点

の
設
定

本
校
が
所
属
す
る
遠
野
市
立
遠
野
東

中
学
校
区
で
は
、
義
務
教
育
９
年
間
を

踏
ま
え
た
指
導
の
充
実
を
図
る
た
め
に
、

視
点
①
「
意
欲
を
高
め
る
学
習
課
題
の

設
定
」
視
点
②
「
言
葉
を
つ
な
ぐ
全
員

参
加
型
の
言
語
活
動
」
の
２
点
を
設
定

し
、
小
学
校
３
校
中
学
校
１
校
の
計
４

校
で
授
業
実
践
を
重
ね
て
い
る
。

②
授
業
の
質
的
向
上
を
目
指
す
授
業

交
流
会
の
実
施

前
述
の
視
点
を
意
識
し
た
日
常
実
践

に
つ
い
て
、
年
に
２
回
の
授
業
交
流
会
を

行
っ
て
い
る
。
授
業
交
流
会
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
小
学
校
の
教
員
は
、
中
学
校

へ
の
進
学
後
、
よ
り
主
体
的
な
学
習
が

で
き
る
よ
う
な
指
導
方
法
の
見
直
し
に

つ
な
げ
て
い
る
。

⑵
教
師
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
工
夫

①
課
題
解
決
の
意
欲
を
保
障
す
る
導

入
の
工
夫
（
中
学
校
区
視
点
①
）

本
校
で
は
、
毎
時
間
の
導
入
時
に
本

時
の
ゴ
ー
ル（
評
価
問
題
）を
提
示
す
る
。

提
示
す
る
ゴ
ー
ル
は
、
具
体
的
な
問
題

の
他
「
解
決
方
法
を
言
葉
で
説
明
す
る
」

な
ど
論
理
的
思
考
を

評
価
で
き
る
問
題
も

与
え
て
い
る
。こ
れ
は
、

単
位
時
間
内
の
振
り

返
り
で
は
、「
分
か
っ

た
」
と
記
述
し
て
も
各

種
検
査
等
の
質
問
紙

に
な
る
と
、
積
極
的
肯
定
の
回
答
が
少

な
い
と
い
う
実
態
か
ら
、
児
童
が
「
何

が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
分
か
っ
た
と

言
え
る
の
か
」
と
い
う
ゴ
ー
ル
像
が
理
解

で
き
な
い
こ
と
に
原
因
が
あ
る
と
分
析

し
た
こ
と
に
よ
る
実
践
で
あ
る
。

②
主
体
的
な
学
び
を
展
開
さ
せ
る
学

習
形
態
の
設
定
や
意
図
的
指
名

（
中
学
校
区
視
点
②
）

学
習
内
容
に
合
っ
た
学
び
合
い
の
ス
タ

イ
ル
を
教
師
が
意
図
的
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
し
、
設
定
し
て
い
る
。

グ
ル
ー
プ
を
設
定
す
る
際
も
根
拠
を

持
た
せ
て
構
成
し
、
ジ
グ
ソ
ー
ス
タ
イ
ル

や
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル
（
本
校
で

の
学
習
形
態
の
一
つ
）
な
ど
も
取
り
入
れ

て
い
る
。少
人
数
で
あ
る
こ
と
を
生
か
し
、

様
々
な
形
態
で
行
う
こ
と
が
で
き
て
い

る
。
ま
た
、
授
業
に
は
、
児
童
の
思
考

を
予
想
し
、
取
り
上
げ
た
い
考
え
を
ま

と
め
た
「
学
び
合
い
構
造
図
」
を
作
成

し
て
か
ら
臨
む
。
こ
の
学
び
合
い
構
想
図

を
作
成
す
る
こ
と
で
学
び
合
い
の
形
態

を
決
定
し
た
り
、
意
図
的
に
指
名
の
順

序
を
決
め
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
能
動
的
学
習
を
促
す
日
常
実
践

教
師
は
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
ど
う
し
て
も
話
す
量

が
多
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
反
省
が

多
く
見
ら
れ
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
単

位
時
間
内
に
お
け
る
「
教
師
が
授
業
で

課
題
解
決
に
主
体
的
に
取
り
組
む
児
童
の
育
成

〜
中
学
校
区
で
の
連
携
を
通
し
て
〜

遠
野
市
立
土
淵
小
学
校

教
諭

栗

澤

由

紀

いわての教育実践研究～その14～
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使
い
た
い
言
葉
」
を
示
し
共
通
理
解
の

も
と
授
業
を
展
開
し
て
き
た
。
教
師
の

発
問
の
仕
方
次
第
で
学
び
の
深
さ
が
決

ま
っ
て
く
る
。
不
完
全
回
答
を
完
全
回

答
に
し
て
い
く
過
程
を
児
童
に
任
せ
る

こ
と
に
よ
り
、
児
童
が
自
分
事
と
し
て

思
考
す
る
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

ま
た
、
能
動
的
な
学
習
態
度
を
育
成

す
る
た
め
に
、「
算
数
ア
イ
テ
ム
」
を
常

時
準
備
し
て
い
る
。
こ
れ
は
学
び
合
い
の

中
で
「
児
童
に
注
目
さ
せ
た
い
、
使
わ
せ

た
い
」
と
考
え
る
算
数
用
語
や
既
習
事

項
を
洗
い
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
学
び

合
い
の
場
面
に
お
い
て
児
童
が
「
算
数
ア

イ
テ
ム
」
を
活
用
し
て
全
体
に
説
明
す

る
。
既
習
事
項
と
関
連
さ
せ
な
が
ら
自

分
の
考
え
を

詳
し
く
説

明
す
る
こ
と

が
可
能
に
な

り
、
学
び
合

い
の
活
発
化

に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

⑶
児
童
の
意
識
改
革
を
目
指
す
工
夫

①
教
師
の
実
演
に
よ
る
学
び
合
い
の

イ
メ
ー
ジ
化

児
童
に
「
目
指
す
学
び
合
い
の
姿
」

を
明
確
に
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
た
め
に
、
毎

年
、
教
師
に
よ
る
学
び
合
い
実
演
を
行
っ

て
い
る
。
こ
の
実
演
で
は
「
確
実
な
考
え

を
持
っ
て
い
る
児
童
」「
途
中
ま
で
な
ら

分
か
っ
た
児
童
」「
自
分
の
考
え
を
持
つ

こ
と
が
で
き
な
い
児
童
」
な
ど
、
実
際
の

児
童
の
姿
を
設
定
し
、
教
師
が
児
童
役

と
し
て
全
校
の
前
で
授
業
を
行
う
。
実

演
の
後
は
、
振
り
返
り
を
行
い
、
自
分

た
ち
の
学
び
合
い
の
様
子
と
比
較
し
て

気
付
い
た
こ
と
を
話
す
。
こ
れ
ま
で
、
一

人
が
考
え
を
発
言
す
れ
ば
完
結
し
た
と

思
っ
て
い
た
児
童
も
「
途
中
ま
で
し
か
分

か
ら
な
く
て
も
発
表
し
て
よ
い
」「
分
か

ら
な
い
こ
と
を
分
か
ら
な
い
と
話
し
て
も

よ
い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。
こ
の
実
演
を
見
る
こ

と
で
、
児
童
の
学
び
合
い
に
は
深
み
が
生

ま
れ
、主
体
的
な
学
び
に
近
づ
い
て
い
る
。

②
児
童
全
員
が
学
び
合
い
に
参
加
で

き
る
ハ
ン
ド
サ
イ
ン
の
活
用

本
校
の
ハ
ン
ド
サ
イ
ン
は
、
５
種
類
で

あ
る
。
こ
れ
は
す
べ
て
の
児
童
が
理
解
で

き
る
よ
う
に

学
び
合
い
に

参
加
す
る
た

め
の
仕
掛
け

で
あ
る
。
ま

ず
「
分
か
ら

な
い
」
の
サ

イ
ン
を
出
し

た
児
童
に
指

名
す
る
。
児
童
は
「
ど
の
部
分
が
分
か

ら
な
い
の
か
」
を
話
し
、
そ
の
発
言
か
ら

「
詳
し
く
説
明
し
ま
す
」
な
ど
他
の
児
童

が
自
分
の
で
き
る
こ
と
を
話
し
て
挙
手

し
て
い
く
。
教
師
は
、
先
に
述
べ
た
学
び

合
い
構
想
図
を
も
と
に
し
て
意
図
的
な

指
名
を
行
う
こ
と
も
あ
る
。
今
年
度
か

ら
は
学
び
合
い
の
時
間
を
「
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｅ

Ａ
Ｍ

チ
ャ
レ
ン
ジ
タ
イ
ム
」と
名
付
け
、

制
限
時
間
内
で
解
決
す
る
こ
と
も
目
指

し
て
い
る
。

３

研
究
の
成
果

⑴
中
学
校
区
全
体
と
し
て
　
　

２
つ
の
視
点
に
基
づ
き
実
践
を
積
み

重
ね
た
こ
と
や
授
業
研
究
会
を
継
続
的

に
行
っ
て
き
た
こ
と
で
、
本
学
区
の
教
員

が
同
じ
方
向
性
で
授
業
を
構
成
す
る
こ

と
が
で
き
て
い
る
。
視
点
②
「
言
葉
を
つ

な
ぐ
全
員
参
加
型
の
言
語
活
動
」
の
多

様
な
提
案
も
な
さ
れ
、
学
区
が
一
丸
と

な
っ
て
授
業
の
質
の
向
上
に
向
け
て
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。
遠
野
市
で
実

施
し
た
児
童
の
意
識
調
査
に
も
、
２
つ
の

視
点
に
基
づ
い
た
取
組
が
効
果
的
で

あ
っ
た
こ
と
が
表
れ
て
い
る
。

⑵
児
童
の
変
容

教
師
の
実
演
を
ま
ね
る
と
こ
ろ
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
、

研
究
教
科
の
算
数
科
以
外
で
も
自
分
た

ち
で
考
え
を
出
し
合
い
、
高
め
合
う
姿

が
日
常
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
全
校
で

集
ま
る
集
会
に
お
い
て
も
、
児
童
の
90
％

以
上
は
感
想
や
意
見
を
述
べ
る
た
め
に

挙
手
を
す
る
な
ど
、
学
校
生
活
全
般
で

活
発
な
姿
が
見
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
４

月
の
県
中
学
校
新
入
生
学
習
状
況
調
査

質
問
紙
に
お
い
て
、「
小
学
校
で
は
主
体

的
に
学
習
し
て
い
た
か
」
に
対
す
る
本

校
の
卒
業
生
の
肯
定
的
回
答
が

１
０
０
％
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
成

果
の
表
れ
と
言
え
る
。

４

今
後
の
課
題

本
校
で
は
家
庭
学
習
と
し
て
、
当
日

の
授
業
を
思
い
返
し
て
理
解
し
た
こ
と

を
ま
と
め
る
授
業
作
文
↓
授
業
作
文
を

根
拠
に
し
た
「
の
で
か
ら
学
習
」（
本
校

で
の
学
習
活
動
の
一
つ
）
を
取
り
入
れ
て

い
る
が
、
個
別
に
課
題
を
与
え
る
な
ど
、

児
童
の
能
力
に
合
わ
せ
た
家
庭
学
習
の

在
り
方
も
さ
ら
に
工
夫
す
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
授
業
力
向
上
の
た
め
に
中

学
校
区
で
の
連
携
を
強
め
、
義
務
教
育

９
年
間
の
学
び
が
充
実
す
る
よ
う
授
業

改
善
に
努
め
て
い
く
こ
と
も
継
続
し
て
い

き
た
い
。

【算数アイテム（方法）】

【教師実演による「学び合い」】

【ハンドサイン】
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（
公
社
）
日
本
教
育
会

主
催
の
「
令
和
元
年
度
第

十
回
教
育
実
践
顕
彰
事

業
」
に
応
募
し
た
遠
野
市

立
土
淵
小
学
校
の
実
践
を

ま
と
め
た
論
文
が
、
見
事

最
高
賞
で
あ
る「
会
長
賞
」

に
輝
き
ま
し
た
。
そ
の
論

文
の
概
要
を
同
校
栗
澤
由
紀
教
諭
に
ま

と
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

１

主
題
設
定
の
理
由

本
校
の
児
童
は
明
る
く
素
直
で
あ
り
、

与
え
ら
れ
た
課
題
に
対
し
て
真
剣
に
取

り
組
も
う
と
す
る
真
面
目
な
様
子
が
見

ら
れ
る
。
過
去
４
年
間
の
研
究
の
成
果

か
ら
、
粘
り
強
く
学
習
に
取
り
組
む
意

欲
の
向
上
も
見
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

学
習
内
容
を
理
解
す
る
た
め
に
、
児
童

全
員
が
「
分
か
る
、
分
か
ら
な
い
」
を

明
確
に
し
、
主
体
的
に
学
習
し
て
い
る

と
は
言
い
難
い
。
そ
こ
で
、
遠
野
市
で
取

り
組
む
中
学
校
区
の
取
組
と
ベ
ク
ト
ル

を
合
わ
せ
、
能
動
的
に
学
ぶ
児
童
を
育

成
し
よ
う
と
こ
の
主
題
を
設
定
し
た
。

２
具
体
的
実
践
内
容

本
校
は
、
４
年
前
か
ら
算
数
科
を
中

心
に
し
て
研
究
実
践
を
重
ね
て
き
た
。

主
体
的
な
学
習
態
度
を
育
成
す
る
た
め

に
は
、
児
童
、
教
師
双
方
の
意
識
改
革

が
必
要
で
あ
る
た
め
、
以
下
の
よ
う
な

手
立
て
を
講
じ
、
実
践
を
積
み
重
ね
た
。

⑴
中
学
校
区
ご
と
に
連
携
し
た
取
組

①
授
業
改
善
に
向
け
た
２
つ
の
視
点

の
設
定

本
校
が
所
属
す
る
遠
野
市
立
遠
野
東

中
学
校
区
で
は
、
義
務
教
育
９
年
間
を

踏
ま
え
た
指
導
の
充
実
を
図
る
た
め
に
、

視
点
①
「
意
欲
を
高
め
る
学
習
課
題
の

設
定
」
視
点
②
「
言
葉
を
つ
な
ぐ
全
員

参
加
型
の
言
語
活
動
」
の
２
点
を
設
定

し
、
小
学
校
３
校
中
学
校
１
校
の
計
４

校
で
授
業
実
践
を
重
ね
て
い
る
。

②
授
業
の
質
的
向
上
を
目
指
す
授
業

交
流
会
の
実
施

前
述
の
視
点
を
意
識
し
た
日
常
実
践

に
つ
い
て
、
年
に
２
回
の
授
業
交
流
会
を

行
っ
て
い
る
。
授
業
交
流
会
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
小
学
校
の
教
員
は
、
中
学
校

へ
の
進
学
後
、
よ
り
主
体
的
な
学
習
が

で
き
る
よ
う
な
指
導
方
法
の
見
直
し
に

つ
な
げ
て
い
る
。

⑵
教
師
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
工
夫

①
課
題
解
決
の
意
欲
を
保
障
す
る
導

入
の
工
夫
（
中
学
校
区
視
点
①
）

本
校
で
は
、
毎
時
間
の
導
入
時
に
本

時
の
ゴ
ー
ル（
評
価
問
題
）を
提
示
す
る
。

提
示
す
る
ゴ
ー
ル
は
、
具
体
的
な
問
題

の
他
「
解
決
方
法
を
言
葉
で
説
明
す
る
」

な
ど
論
理
的
思
考
を

評
価
で
き
る
問
題
も

与
え
て
い
る
。こ
れ
は
、

単
位
時
間
内
の
振
り

返
り
で
は
、「
分
か
っ

た
」
と
記
述
し
て
も
各

種
検
査
等
の
質
問
紙

に
な
る
と
、
積
極
的
肯
定
の
回
答
が
少

な
い
と
い
う
実
態
か
ら
、
児
童
が
「
何

が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
分
か
っ
た
と

言
え
る
の
か
」
と
い
う
ゴ
ー
ル
像
が
理
解

で
き
な
い
こ
と
に
原
因
が
あ
る
と
分
析

し
た
こ
と
に
よ
る
実
践
で
あ
る
。

②
主
体
的
な
学
び
を
展
開
さ
せ
る
学

習
形
態
の
設
定
や
意
図
的
指
名

（
中
学
校
区
視
点
②
）

学
習
内
容
に
合
っ
た
学
び
合
い
の
ス
タ

イ
ル
を
教
師
が
意
図
的
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
し
、
設
定
し
て
い
る
。

グ
ル
ー
プ
を
設
定
す
る
際
も
根
拠
を

持
た
せ
て
構
成
し
、
ジ
グ
ソ
ー
ス
タ
イ
ル

や
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル
（
本
校
で

の
学
習
形
態
の
一
つ
）
な
ど
も
取
り
入
れ

て
い
る
。少
人
数
で
あ
る
こ
と
を
生
か
し
、

様
々
な
形
態
で
行
う
こ
と
が
で
き
て
い

る
。
ま
た
、
授
業
に
は
、
児
童
の
思
考

を
予
想
し
、
取
り
上
げ
た
い
考
え
を
ま

と
め
た
「
学
び
合
い
構
造
図
」
を
作
成

し
て
か
ら
臨
む
。
こ
の
学
び
合
い
構
想
図

を
作
成
す
る
こ
と
で
学
び
合
い
の
形
態

を
決
定
し
た
り
、
意
図
的
に
指
名
の
順

序
を
決
め
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
能
動
的
学
習
を
促
す
日
常
実
践

教
師
は
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
ど
う
し
て
も
話
す
量

が
多
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
反
省
が

多
く
見
ら
れ
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
単

位
時
間
内
に
お
け
る
「
教
師
が
授
業
で

課
題
解
決
に
主
体
的
に
取
り
組
む
児
童
の
育
成

〜
中
学
校
区
で
の
連
携
を
通
し
て
〜

遠
野
市
立
土
淵
小
学
校

教
諭

栗

澤

由
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使
い
た
い
言
葉
」
を
示
し
共
通
理
解
の

も
と
授
業
を
展
開
し
て
き
た
。
教
師
の

発
問
の
仕
方
次
第
で
学
び
の
深
さ
が
決

ま
っ
て
く
る
。
不
完
全
回
答
を
完
全
回

答
に
し
て
い
く
過
程
を
児
童
に
任
せ
る

こ
と
に
よ
り
、
児
童
が
自
分
事
と
し
て

思
考
す
る
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

ま
た
、
能
動
的
な
学
習
態
度
を
育
成

す
る
た
め
に
、「
算
数
ア
イ
テ
ム
」
を
常

時
準
備
し
て
い
る
。
こ
れ
は
学
び
合
い
の

中
で
「
児
童
に
注
目
さ
せ
た
い
、
使
わ
せ

た
い
」
と
考
え
る
算
数
用
語
や
既
習
事

項
を
洗
い
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
学
び

合
い
の
場
面
に
お
い
て
児
童
が
「
算
数
ア

イ
テ
ム
」
を
活
用
し
て
全
体
に
説
明
す

る
。
既
習
事
項
と
関
連
さ
せ
な
が
ら
自

分
の
考
え
を

詳
し
く
説

明
す
る
こ
と

が
可
能
に
な

り
、
学
び
合

い
の
活
発
化

に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

⑶
児
童
の
意
識
改
革
を
目
指
す
工
夫

①
教
師
の
実
演
に
よ
る
学
び
合
い
の

イ
メ
ー
ジ
化

児
童
に
「
目
指
す
学
び
合
い
の
姿
」

を
明
確
に
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
た
め
に
、
毎

年
、
教
師
に
よ
る
学
び
合
い
実
演
を
行
っ

て
い
る
。
こ
の
実
演
で
は
「
確
実
な
考
え

を
持
っ
て
い
る
児
童
」「
途
中
ま
で
な
ら

分
か
っ
た
児
童
」「
自
分
の
考
え
を
持
つ

こ
と
が
で
き
な
い
児
童
」
な
ど
、
実
際
の

児
童
の
姿
を
設
定
し
、
教
師
が
児
童
役

と
し
て
全
校
の
前
で
授
業
を
行
う
。
実

演
の
後
は
、
振
り
返
り
を
行
い
、
自
分

た
ち
の
学
び
合
い
の
様
子
と
比
較
し
て

気
付
い
た
こ
と
を
話
す
。
こ
れ
ま
で
、
一

人
が
考
え
を
発
言
す
れ
ば
完
結
し
た
と

思
っ
て
い
た
児
童
も
「
途
中
ま
で
し
か
分

か
ら
な
く
て
も
発
表
し
て
よ
い
」「
分
か

ら
な
い
こ
と
を
分
か
ら
な
い
と
話
し
て
も

よ
い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。
こ
の
実
演
を
見
る
こ

と
で
、
児
童
の
学
び
合
い
に
は
深
み
が
生

ま
れ
、主
体
的
な
学
び
に
近
づ
い
て
い
る
。

②
児
童
全
員
が
学
び
合
い
に
参
加
で

き
る
ハ
ン
ド
サ
イ
ン
の
活
用

本
校
の
ハ
ン
ド
サ
イ
ン
は
、
５
種
類
で

あ
る
。
こ
れ
は
す
べ
て
の
児
童
が
理
解
で

き
る
よ
う
に

学
び
合
い
に

参
加
す
る
た

め
の
仕
掛
け

で
あ
る
。
ま

ず
「
分
か
ら

な
い
」
の
サ

イ
ン
を
出
し

た
児
童
に
指

名
す
る
。
児
童
は
「
ど
の
部
分
が
分
か

ら
な
い
の
か
」
を
話
し
、
そ
の
発
言
か
ら

「
詳
し
く
説
明
し
ま
す
」
な
ど
他
の
児
童

が
自
分
の
で
き
る
こ
と
を
話
し
て
挙
手

し
て
い
く
。
教
師
は
、
先
に
述
べ
た
学
び

合
い
構
想
図
を
も
と
に
し
て
意
図
的
な

指
名
を
行
う
こ
と
も
あ
る
。
今
年
度
か

ら
は
学
び
合
い
の
時
間
を
「
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｅ

Ａ
Ｍ

チ
ャ
レ
ン
ジ
タ
イ
ム
」と
名
付
け
、

制
限
時
間
内
で
解
決
す
る
こ
と
も
目
指

し
て
い
る
。

３

研
究
の
成
果

⑴
中
学
校
区
全
体
と
し
て
　
　

２
つ
の
視
点
に
基
づ
き
実
践
を
積
み

重
ね
た
こ
と
や
授
業
研
究
会
を
継
続
的

に
行
っ
て
き
た
こ
と
で
、
本
学
区
の
教
員

が
同
じ
方
向
性
で
授
業
を
構
成
す
る
こ

と
が
で
き
て
い
る
。
視
点
②
「
言
葉
を
つ

な
ぐ
全
員
参
加
型
の
言
語
活
動
」
の
多

様
な
提
案
も
な
さ
れ
、
学
区
が
一
丸
と

な
っ
て
授
業
の
質
の
向
上
に
向
け
て
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。
遠
野
市
で
実

施
し
た
児
童
の
意
識
調
査
に
も
、
２
つ
の

視
点
に
基
づ
い
た
取
組
が
効
果
的
で

あ
っ
た
こ
と
が
表
れ
て
い
る
。

⑵
児
童
の
変
容

教
師
の
実
演
を
ま
ね
る
と
こ
ろ
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
、

研
究
教
科
の
算
数
科
以
外
で
も
自
分
た

ち
で
考
え
を
出
し
合
い
、
高
め
合
う
姿

が
日
常
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
全
校
で

集
ま
る
集
会
に
お
い
て
も
、
児
童
の
90
％

以
上
は
感
想
や
意
見
を
述
べ
る
た
め
に

挙
手
を
す
る
な
ど
、
学
校
生
活
全
般
で

活
発
な
姿
が
見
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
４

月
の
県
中
学
校
新
入
生
学
習
状
況
調
査

質
問
紙
に
お
い
て
、「
小
学
校
で
は
主
体

的
に
学
習
し
て
い
た
か
」
に
対
す
る
本

校
の
卒
業
生
の
肯
定
的
回
答
が

１
０
０
％
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
成

果
の
表
れ
と
言
え
る
。

４

今
後
の
課
題

本
校
で
は
家
庭
学
習
と
し
て
、
当
日

の
授
業
を
思
い
返
し
て
理
解
し
た
こ
と

を
ま
と
め
る
授
業
作
文
↓
授
業
作
文
を

根
拠
に
し
た
「
の
で
か
ら
学
習
」（
本
校

で
の
学
習
活
動
の
一
つ
）
を
取
り
入
れ
て

い
る
が
、
個
別
に
課
題
を
与
え
る
な
ど
、

児
童
の
能
力
に
合
わ
せ
た
家
庭
学
習
の

在
り
方
も
さ
ら
に
工
夫
す
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
授
業
力
向
上
の
た
め
に
中

学
校
区
で
の
連
携
を
強
め
、
義
務
教
育

９
年
間
の
学
び
が
充
実
す
る
よ
う
授
業

改
善
に
努
め
て
い
く
こ
と
も
継
続
し
て
い

き
た
い
。

【算数アイテム（方法）】

【教師実演による「学び合い」】

【ハンドサイン】

（3） 令和２年９月20日 日 本 教 育 岩 手 第 185 号
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自分の力を信じ、可能性を追求し続ける生徒の育成 

～地域学による自尊感情健全化の試み～ 

立 中学校 

校  長   石  川   健 

１ 設 の  

一 の と る 一 に る に、 の が は、

の 、 で な 、 の と 、 らには 日本の な の

を とする の日々で った。一 、日本一の ・北 、 一の と

わ る わかめ、 の な 、

と か に た一 本 は て る。 

 か 、本校の は、 な の

長 に る とに で り、 に 在す

る を する と な 。

に が り、 に る が 。

の か、 の に の を める

が ており、 から が め

て て る とが る。 

の な を する 立てと て、 の 土 の に する とと た。 にと

らわ に め す 会を る とに り、 の を 、 ては に

する を め た と た。 

 本 は、 土の 、 、 の を め、 に わる 々と ながら

土の を る 学 を て、 が の に りを 、 を かに

一 とする とを す ので る。 

２ 学の  

 本校が る と て長 で に

たのが、 の で った。 に

て に る の中で

はお な て 、 り な のが本校で る。 、 年 学 に

お て には と が ると か との 問に は と回 た が、

が なのに 、本校は で った。令和元年 の 学 状 では、 の

問に は と た は一 なかった。日 で 、 の を にする

とが で、 に するのをためら が ら 、 を に受け て るとは

なかった。 のためか、中学 代には て たのに、 校 で て が 年

るな 、問 は 々に 在 て た。 の な の を 、 で か

かわり な をテ マに を て たが、 な を るには らなかった。 

 を 支 て るのは、 は の な のに て るか と と

て る。 には を す の が、本校の 、 の が の に

て る とから、 を て る とが た。 た、 の

で る 受 な の ジの問 で なかった。 ジ

は、 けでな 、教 の が を て るか すると るが、本 の

、小中と 校で学年 クラ と な で長 すため、 の たな

の

令和２年度 会⻑賞受賞論⽂

 

に 、 ジの が な状 に った。 

らの を するため、 な に 土の を伝 て た ながら、 ・ ・

な を か に進める とに り、 の たな一 を する 会を り

たかった。 り、 土を に め す とに り を り の

と る と。 た、 の を め、 たな ジを する と。 の の

を達 するための 立てと て り たのが 学で る。 

学の を て らの在り に を め、 に かって を ける を

で 。本 の を に 、 年 り本 に を する とと た。 

３ の  

学は の の で ており、 総 な学 の に て る。 

 と学  

  

  

の資 、 部 学  

て、 としての  

資 した の ・ ・  

 る と学  

 から を 、本 の の に る を ながら、 土の を

する で る。テ マ

は 、 、 な にわた

っており、 で た のが

の の にな

る と な な 。 

  

 本 に を す、 たは

わる を た 々

に、本 で らす を っ

て た で る。

を の ナ に

が なから る と の

、 な と って

た が に て た

とに か る にな

って る。 

＜key point＞ 

 の学 を進める の の が る。 は を ながら る 、

は の 問 表、 は り り で る。 

 から、 で を ら ると、 とに の重 が って 、 とをお

かする が ら た。 で、 マ の （資料 ）を 、 と の 立を

って る。 が の で る。 が めるのは で が中 で、長

を か に けでな 、 ながら が で ると が る。 た、 々の

り の がマ に現 て 。 

した な （ 年 令和 年）

 ・ 容 

し   

「 は し 」 者 設  

ス ラ ・  の 情と の  

者 「 て」 

上  テ プ  

学  一の  

学学  「 の は 」 

（ ） 

 

「 者 た 」 

者（ ） 

（ ィ ） 

（ ） 

令和２年度　会長賞受賞論文
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自分の力を信じ、可能性を追求し続ける生徒の育成 

～地域学による自尊感情健全化の試み～ 

立 中学校 

校  長   石  川   健 

１ 設 の  

一 の と る 一 に る に、 の が は、

の 、 で な 、 の と 、 らには 日本の な の

を とする の日々で った。一 、日本一の ・北 、 一の と

わ る わかめ、 の な 、

と か に た一 本 は て る。 

 か 、本校の は、 な の

長 に る とに で り、 に 在す

る を する と な 。

に が り、 に る が 。

の か、 の に の を める

が ており、 から が め

て て る とが る。 

の な を する 立てと て、 の 土 の に する とと た。 にと

らわ に め す 会を る とに り、 の を 、 ては に

する を め た と た。 

 本 は、 土の 、 、 の を め、 に わる 々と ながら

土の を る 学 を て、 が の に りを 、 を かに

一 とする とを す ので る。 

２ 学の  

 本校が る と て長 で に

たのが、 の で った。 に

て に る の中で

はお な て 、 り な のが本校で る。 、 年 学 に

お て には と が ると か との 問に は と回 た が、

が なのに 、本校は で った。令和元年 の 学 状 では、 の

問に は と た は一 なかった。日 で 、 の を にする

とが で、 に するのをためら が ら 、 を に受け て るとは

なかった。 のためか、中学 代には て たのに、 校 で て が 年

るな 、問 は 々に 在 て た。 の な の を 、 で か

かわり な をテ マに を て たが、 な を るには らなかった。 

 を 支 て るのは、 は の な のに て るか と と

て る。 には を す の が、本校の 、 の が の に

て る とから、 を て る とが た。 た、 の

で る 受 な の ジの問 で なかった。 ジ

は、 けでな 、教 の が を て るか すると るが、本 の

、小中と 校で学年 クラ と な で長 すため、 の たな

の

令和２年度 会⻑賞受賞論⽂

 

に 、 ジの が な状 に った。 

らの を するため、 な に 土の を伝 て た ながら、 ・ ・

な を か に進める とに り、 の たな一 を する 会を り

たかった。 り、 土を に め す とに り を り の

と る と。 た、 の を め、 たな ジを する と。 の の

を達 するための 立てと て り たのが 学で る。 

学の を て らの在り に を め、 に かって を ける を

で 。本 の を に 、 年 り本 に を する とと た。 

３ の  

学は の の で ており、 総 な学 の に て る。 

 と学  

  

  

の資 、 部 学  

て、 としての  

資 した の ・ ・  

 る と学  

 から を 、本 の の に る を ながら、 土の を

する で る。テ マ

は 、 、 な にわた

っており、 で た のが

の の にな

る と な な 。 

  

 本 に を す、 たは

わる を た 々

に、本 で らす を っ

て た で る。

を の ナ に

が なから る と の

、 な と って

た が に て た

とに か る にな

って る。 

＜key point＞ 

 の学 を進める の の が る。 は を ながら る 、

は の 問 表、 は り り で る。 

 から、 で を ら ると、 とに の重 が って 、 とをお

かする が ら た。 で、 マ の （資料 ）を 、 と の 立を

って る。 が の で る。 が めるのは で が中 で、長

を か に けでな 、 ながら が で ると が る。 た、 々の

り の がマ に現 て 。 

した な （ 年 令和 年）

 ・ 容 

し   

「 は し 」 者 設  

ス ラ ・  の 情と の  

者 「 て」 

上  テ プ  

学  一の  

学学  「 の は 」 

（ ） 

 

「 者 た 」 

者（ ） 

（ ィ ） 

（ ） 
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 に て、 から ると、 は

たがる が 、 では らな と

が て る。 する の を

て 土 の が って る とから、

を って が たためと わ る。 た、

は に と を て

る の は で、 っと た 、

っと りた と が て ると

わ る。 らには、学校の日 に を にする

と が り、 の の は

で表すと が に て た と ら る。 

 は、 の り りを の で かで る。本 が すのは の健 で

って、 の の ロから を学 で を育てるのが ではな 。 で、本 の

から な 、 り りに に て るのが、 と る と と

で る。 日の が、 の のの 、 る は に を たのか、 た、

土を める に な を たら たのかを て る。 の り りが、 土

を す を する 会となって る。 

 式会社 （資料 ）

 本校では、 土の を た ジナル りに

年から り でおり、 の 進 が 式会社 で

る。社 の由 は り、 は の を のは

達 と を めた    （

を る ）と の を な の。

は、 一 で が と て た 小 （ の

ら を な は る） の マ ジュで る。 

 は での が で ったが、現在は、

年 月 の の の （ のか 本校

に る 々 の り、 が て る。 は の を た ク

、 の木 の木、 、 な を た小 、 のマ ク コ な で る。

 が りで り、 の に って て る。 の から を

たり、 を ら たりと った は、 土 の と りを たら て

ると わ 、 年 が盛岡市 で った の は、 に た のとなった。 

＜key point＞ 

 の には、 の の ら が る。 

 学 ・・・ 土の 々な の 在と を り、 の に  

 ・・・ と を か て、 の りを  

 学 ・・・ と役 を 、 と ながら を する 

 受 ・・・ との を て、 の に  

 ・・・ を て を 、 を める 

 社会 ・・・ の を に 、 に を たらす 

の の

の

の の

の

 

 の では、学年を りに た の ル を 、 学年に る の を

て る。 た、 に て ル で の を 、 り一 一 が の

を で る に て る。 の り りには、 る と に て と

を 、 の に す を て る。 

の を する での には、

とて の と が 在する。 の

を て は の に 、 に木 を

ながら、 に の コ を

ながら の に を ると 、

教育の て る。 

４ の  

学の を する の が、学校の日 を って る。 

  

 には かをな る が る と は、 の の一 で るが、

は、 かをなす前 となる の を す で る。 は ・

・ の の で り、 の 、元 がな なって る は か な と問 か

け、 で を める を進めて る。 

 する 

本校では、原 と て学 からの 務 を って な 。 な は 前の に

る。 には で な を とが る。 は一日に 回、 に訪

、 た を なりに する が て る。 

会 の校長 では、 の から問 を 、 の ル で わ て る。

会 で 教 は を 、 の を る がけて る。 

 を にする 

 な は 、 な は を に、 なに が て 、 に

表 なけ る とは な 。 を るな と 、 た は にするか

に す 々 めて る。 総会 代 員会は の となっており、 年 は 由

部 の な を 会に一 、 校で り めて て る。 

５ と  

 の に が ら る。第 学年の では、 の 、 らかに  

が ら るのが 、 に るのが った。（資料 ）

 の学校 の に が ら る。 校 に る、 わ では るが、表 の  

る 、 の 、 の が 立って て るとのコ を た て る。 

 に する が て る。 に る が 、 の が て 

る。 会 では、会 を て を け、 けに が なった。 

 な が て る。 部 の 問 けでな 、 校 会の で の を 

する になって る。 

 と て 。 は、 学で った を教 の学 に る と。 は 

小学校との を する と。 らの を 年 に 、 の らなる を  

た 。 
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資料１ 「マ 」 

資料２ 「 第２学年年

」 
　

かめに する
に いての 学学

体
う み の

体
体 と め

もの く り

かめの 付け実

山 に か て
の教

携

教育

中 と め 学習

学

学

学

と め
学

学 が るの

で、 らに

を っ

で 、 ・

年 の の

で 。

と が （ 式） 

盛岡市での  

資
料
３
 
「
自
尊
感
情
の
変
容
」
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東
京
都
教

員
年

紀

回
答
者
：
第
３
学
年
２
３
名
（
一
部
、
無
回
答
あ
り
）
 
選
択
肢
：
Ａ
＝
と
て
も
、
Ｂ
＝
ま
あ
ま
あ
、
Ｃ
＝
あ
ま
り
、
Ｄ
＝
ま
っ
た
く
、（

設
問
７
・
13・

19
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
）
 

増
 
減
：
↑
＝
プ
ラ
ス
５
以
上
、
↗
＝
プ
ラ
ス
１
～
プ
ラ
ス
４
、
－
＝
変
容
な
し
、
↓
＝
マ
イ
ナ
ス
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の
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回
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て
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る
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（
公
社
）
日
本
教
育
会

主
催
の
「
令
和
２
年
度
第

11
回
教
育
実
践
顕
彰
事

業
」
に
応
募
し
た
田
野
畑

村
立
田
野
畑
中
学
校
の
実

践
を
ま
と
め
た
論
文
が
、

見
事
最
高
賞
で
あ
る
「
会

長
賞
」
に
輝
き
ま
し
た
。

昨
年
度
ま
で
同
校
校
長
を
勤
め
、
現
盛

岡
市
立
乙
部
中
学
校
校
長
の
石
川
健
氏

に
そ
の
論
文
の
概
要
を
ま
と
め
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

一
．
自
尊
感
情
の
低
迷

日
本
一
の
海
岸
美
・
北
山
崎
に
代
表

さ
れ
る
田
野
畑
村
の
魅
力
は
、
味
覚
世

界
一
と
も
評
さ
れ
る
田
野
畑
わ
か
め
や

国
内
で
も
希
少
な
乳
製
品
、
農
民
一
揆

の
最
高
傑
作
と
し
て
名
高
い
三
閉
伊
一

揆
の
歴
史
、
さ
ら
に
は
白
亜
紀
の
化
石

層
を
有
す
る
三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク
な
ど
、

実
に
多
彩
で
あ
る
。

し
か
し
、
本
校
の
生
徒
達
は
村
の
地

理
的
辺
境
性
に
目
を
向
け
が
ち
で
、
郷

土
に
対
し
卑
屈
な
思
い
を
抱
く
傾
向
が

あ
っ
た
。
そ
の
影
響
か
、
自
分
自
身
の

よ
さ
を
認
め
る
姿
勢
に
も
欠
け
、
自
尊

感
情
の
低
迷
が
長
年
に
わ
た
る
教
育
課

題
と
な
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
平
成

二
十
九
年
度
全
国
学
力
調
査
に
お
け
る

「
自
分
に
は
よ
い

と
こ
ろ
が
あ
る
と

思
う
か
」
と
の
質

問
に
「
は
い
」
と

回
答
し
た
割
合

が
、
全
国
や
岩
手

県
が
二
十
五
％
以

上
な
の
に
対
し
、

本
校
は
四
％
。
令

和
元
年
度
の
岩
手

県
学
習
定
着
度
状

況
調
査
に
お
け
る

同
様
の
質
問
に

「
は
い
」
と
答
え

た
生
徒
が
ゼ
ロ
と

い
う
深
刻
な
状
況

に
あ
っ
た
。
日
常
生
活
で
も
、
自
分
の

思
い
や
考
え
を
言
葉
に
す
る
こ
と
が
苦

手
で
、
主
体
的
に
行
動
す
る
の
を
た
め

ら
う
様
子
が
よ
く
見
ら
れ
、
自
身
を
肯

定
的
に
受
け
容
れ
て
い
る
と
は
思
え
な

か
っ
た
。

こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
次
の

三
点
を
ね
ら
い
と
す
る
「
田
野
畑
学
」

を
創
設
し
、
生
徒
の
健
全
な
自
尊
感
情

の
育
成
を
目
指
す
こ
と
と
し
た
。

①
多
様
な
視
点
か
ら
郷
土
を
見
つ
め
直

し
、
そ
の
魅
力
や
可
能
性
に
気
付
く
。

②
郷
土
に
関
わ
る
人
々
と
交
流
し
な
が

ら
、人
と
し
て
の
生
き
方
を
洞
察
す
る
。

③
も
の
作
り
を
通
じ
て
郷
土
の
魅
力
を

発
信
し
、
地
域
に
貢
献
す
る
。

二
．
田
野
畑
学
の
概
要

田
野
畑
学
は
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
総
合
的

な
学
習
の
時
間
に
実
施
し
て
い
る
。

⑴
ふ
る
さ
と
学
習

⑵
生
き
方
講
座

⑶
仮
式
会
社Com

aru

⑴
ふ
る
さ
と
学
習

郷
土
が
有
す
る
資
源
や
可
能
性
を
、

外
部
講
師
か
ら
学
ぶ
時
間
。
テ
ー
マ
は

海
、
森
、
食
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
そ

こ
で
得
た
も
の
がCom

aru

の
活
動
の

ヒ
ン
ト
に
な
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

⑵

生
き
方
講
座

本
村
に
根
を
下
ろ
す
、
ま
た
は
関
わ

る
人
生
を
選
択
し
た
方
に
、
田
野
畑
に

惹
か
れ
た
理
由
等
を
語
っ
て
い
た
だ
く

講
座
。
自
分
の
郷
土
が
生
業
の
地
と
し

て
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
や
、
魅
力
に
満

ち
て
い
た
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
、
驚
く

生
徒
が
多
い
。

こ
れ
ら
の
学
習
を
進
め
る
際
、
次
の

よ
う
な
工
夫
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

①
マ
ッ
ピ
ン
グ

聴
く
と
書
く
の
両
立
を
図
る
た
め
、

キ
ー
ワ
ー
ド
の
み
で
メ
モ
を
取
る
マ
ッ

ピ
ン
グ
の
手
法
を
用
い
て
い
る
。
聴
き

な
が
ら
内
容
が
整
理
で
き
る
だ
け
で
な

く
、
生
徒
個
々
の
関
心
や
聴
き
取
り
方

「
自
分
の
力
を
信
じ
、可
能
性
を
追
求
し
続
け
る
生
徒
の
育
成
」

地
域
学
を
通
じ
た
自
尊
感
情
健
全
化
の
試
み

前
田
野
畑
村
立
田
野
畑
中
学
校

校
長

石
川

健

（
現
盛
岡
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の
違
い
が
現
れ
て
興
味
深
い
。

②
振
り
返
り

「
自
分
」
と
「
ふ
る
さ
と
」
を
振
り

返
り
の
軸
に
据
え
、
も
の
の
見
方
や
と

ら
え
方
の
変
容
、
あ
る
い
は
人
の
生
き

方
に
対
す
る
新
た
な
視
座
の
獲
得
が
起

こ
り
や
す
い
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

地
域
理
解

創
作
活
動

協
働
学
習

他
者
受
容

自
己
洞
察

社
会
貢
献

⑶

仮
式
会
社Com

aru

六
年
前
か
ら
本
校
で
取
り
組
ん
で
き

た
「
仮
式
会
社
」
の
活
動
を
、
今
年
度

よ
り
「Com

aru

」
と
命
名
し
て
田
野

畑
学
に
位
置
づ
け
た
。
郷
土
の
資
源
を

活
か
し
た
商
品
の
開
発
か
ら
製
作
、
販

売
ま
で
を
生
徒
が
手
が
け
る
起
業
家
教

育
で
、
村
に
新
設
さ
れ
た
道
の
駅
「
思

惟
の
風
」
へ
の
出
店
も
実
現
。
村
内
外

か
ら
の
注
目
を
集
め
て
い
る
。
社
名
に

は
「
村
の
未
来
を
開
く
の
は
私
達
だ
」

と
い
う
決
意
を
込
め
た
「Com

m
unity 

of M
aking Rudder

」（
船
舵
を
作
る

集
団
）
と
い
う
英
語
の
頭
文
字
を
つ
な

い
だ
も
の
と
、
三
閉
伊
一
揆
で
発
頭
人

が
旗
印
と
し
て
掲
げ
た
「
小
○
」（
農

民
の
暮
ら
し
を
顧
み
な
い
政
は
困
る
）

へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
と
い
う
二
つ
の
由
来

が
あ
る
。

主
力
商
品
は
ア
ワ
ビ
の
貝
殻
を
加
工

し
た
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や
、
槐
（
え
ん

じ
ゅ
）、
松
、
杉
な
ど
を
加
工
し
た
木

製
の
小
物
、Com

aru

柄
の
マ
ス
ク
や

エ
コ
バ
ッ
グ
等
で
、
い
ず
れ
もM
ade 

in

田
野
畑
が
売
り
で
あ
る
。
商
品
作
り

の
様
々
な
過
程
を
通
じ
て
、
生
徒
達
が

郷
土
へ
の
理
解
と
誇
り
を
膨
ら
ま
せ
て

い
く
様
子
が
覗
え
る
。

活
動
時
は
異
学
年
に
よ
る
協
働
の
場

を
用
意
し
、
必
要
に
応
じ
て
グ
ル
ー
プ

間
で
人
材
の
ト
レ
ー
ド
を
行
う
な
ど
、

自
己
の
職
業
特
性
を
客
観
視
し
や
す
く

し
て
い
る
。
事
後
の
振
り
返
り
に
は
、

互
い
の
よ
さ
に
言
及
す
る
フ
ォ
ー
マ
ッ

ト
を
用
意
し
、
自
分
自
身
や
仲
間
へ
の

新
た
な
気
付
き
を
促
し
て
い
る
。

三
．
行
動
力
を
耕
す
学
校
生
活

⑴

発
見
↓
思
考
↓
実
践

日
常
生
活
に
注
意
深
さ
を
求
め
、
課

題
の
「
発
見
」、
改
善
を
め
ざ
す
た
め

の「
思
考
」、思
い
を
形
に
表
す「
実
践
」

と
い
う
流
れ
を
大
切
に
し
て
い
る
。

⑵

掲
示
板

学
校
の
情
報
は
玄
関
前
の
掲
示
板
に

集
約
さ
れ
、
教
師
か
ら
の
連
絡
は
極
力

行
っ
て
い
な
い
。
こ
の
掲
示
板
に
は
誰

で
も
情
報
を
書
き
込
む
こ
と
が
出
来
、

生
徒
会
や
部
活
動
等
、
生
活
に
必
要
な

情
報
を
自
ら
得
て
先
を
見
通
す
と
い
う

習
慣
作
り
を
進
め
て
い
る
。

⑶

生
徒
会
活
動

自
立
と
主
体
を
重
視
し
、
議
論
を
保

障
し
た
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
今
年
度

は
「
Ｔ
シ
ャ
ツ
自
由
化
」「
部
活
動
の

意
義
」
等
を
全
校
で
討
論
し
、
生
徒
の

手
で
ル
ー
ル
を
定
め
て
い
る
。

四
．
成
果
と
課
題

⑴

自
尊
感
情
の
向
上

第
三
学
年
を
対
象
と
し
た
自
尊
感
情

測
定
調
査
で
は
、
学
期
が
進
む
毎
に
明

ら
か
な
向
上
傾
向
が
見
え
て
い
る
。

⑵

主
体
性
の
伸
長

周
囲
に
目
を
配
り
、
細
や
か
に
活
動

す
る
生
徒
が
増
え
た
。
生
徒
同
士
が
必

要
な
情
報
を
伝
え
合
う
様
子
も
多
く
見

ら
れ
る
。
講
演
会
や
生
徒
集
会
等
で
は

質
問
や
感
想
、
意
見
交
流
が
活
発
に
な

り
、
思
い
を
表
出
す
る
こ
と
へ
の
た
め

ら
い
が
低
減
し
て
い
る
。

⑶

課
題

①
培
っ
た
力
の
教
科
学
習
へ
の
転
化
。

②
小
学
校
と
の
連
携
強
化
に
よ
る
一
体

的
な
取
組
の
実
現
。

自尊感情調査結果の変容

左から１→２→３の各学期
対象：３年生24名
主な質問項目
「自分を大切に思える」
「自分には可能性がある」
「人のために尽くしたい」

など
※参考：東京都教職員教実践研究センター
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公
社
）
日
本
教
育
会

主
催
の
「
令
和
２
年
度
第

11
回
教
育
実
践
顕
彰
事

業
」
に
応
募
し
た
田
野
畑

村
立
田
野
畑
中
学
校
の
実

践
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ま
と
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論
文
が
、

見
事
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高
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あ
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「
会

長
賞
」
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し
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。
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同
校
校
長
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、
現
盛

岡
市
立
乙
部
中
学
校
校
長
の
石
川
健
氏

に
そ
の
論
文
の
概
要
を
ま
と
め
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

一
．
自
尊
感
情
の
低
迷

日
本
一
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海
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美
・
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崎
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表
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る
田
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の
魅
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世
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や
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希
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農
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揆
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最
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名
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三
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伊
一

揆
の
歴
史
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ら
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白
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紀
の
化
石

層
を
有
す
る
三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク
な
ど
、

実
に
多
彩
で
あ
る
。

し
か
し
、
本
校
の
生
徒
達
は
村
の
地

理
的
辺
境
性
に
目
を
向
け
が
ち
で
、
郷

土
に
対
し
卑
屈
な
思
い
を
抱
く
傾
向
が

あ
っ
た
。
そ
の
影
響
か
、
自
分
自
身
の

よ
さ
を
認
め
る
姿
勢
に
も
欠
け
、
自
尊

感
情
の
低
迷
が
長
年
に
わ
た
る
教
育
課

題
と
な
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
平
成

二
十
九
年
度
全
国
学
力
調
査
に
お
け
る

「
自
分
に
は
よ
い

と
こ
ろ
が
あ
る
と

思
う
か
」
と
の
質

問
に
「
は
い
」
と

回
答
し
た
割
合

が
、
全
国
や
岩
手

県
が
二
十
五
％
以

上
な
の
に
対
し
、

本
校
は
四
％
。
令

和
元
年
度
の
岩
手

県
学
習
定
着
度
状

況
調
査
に
お
け
る

同
様
の
質
問
に

「
は
い
」
と
答
え

た
生
徒
が
ゼ
ロ
と

い
う
深
刻
な
状
況

に
あ
っ
た
。
日
常
生
活
で
も
、
自
分
の

思
い
や
考
え
を
言
葉
に
す
る
こ
と
が
苦

手
で
、
主
体
的
に
行
動
す
る
の
を
た
め

ら
う
様
子
が
よ
く
見
ら
れ
、
自
身
を
肯

定
的
に
受
け
容
れ
て
い
る
と
は
思
え
な

か
っ
た
。

こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
次
の

三
点
を
ね
ら
い
と
す
る
「
田
野
畑
学
」

を
創
設
し
、
生
徒
の
健
全
な
自
尊
感
情

の
育
成
を
目
指
す
こ
と
と
し
た
。

①
多
様
な
視
点
か
ら
郷
土
を
見
つ
め
直

し
、
そ
の
魅
力
や
可
能
性
に
気
付
く
。

②
郷
土
に
関
わ
る
人
々
と
交
流
し
な
が

ら
、人
と
し
て
の
生
き
方
を
洞
察
す
る
。

③
も
の
作
り
を
通
じ
て
郷
土
の
魅
力
を

発
信
し
、
地
域
に
貢
献
す
る
。

二
．
田
野
畑
学
の
概
要

田
野
畑
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三
つ
の
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テ
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リ
ー
で
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さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
総
合
的

な
学
習
の
時
間
に
実
施
し
て
い
る
。

⑴
ふ
る
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と
学
習

⑵
生
き
方
講
座

⑶
仮
式
会
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aru
⑴
ふ
る
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と
学
習

郷
土
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す
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資
源
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可
能
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を
、
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師
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。
テ
ー
マ
は
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岐
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り
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そ
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も
の
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aru

の
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。

⑵
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き
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畑
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郷
土
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し
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と
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と
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付
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さ
れ
、
驚
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生
徒
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ら
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学
習
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進
め
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際
、
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よ
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工
夫
を
取
り
入
れ
て
い
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。

①
マ
ッ
ピ
ン
グ
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書
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両
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図
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た
め
、

キ
ー
ワ
ー
ド
の
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メ
モ
を
取
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マ
ッ

ピ
ン
グ
の
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を
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る
。
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が
ら
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で
な

く
、
生
徒
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々
の
関
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や
聴
き
取
り
方

「
自
分
の
力
を
信
じ
、可
能
性
を
追
求
し
続
け
る
生
徒
の
育
成
」

地
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を
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自
尊
感
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全
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。
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返
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に
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と

ら
え
方
の
変
容
、
あ
る
い
は
人
の
生
き

方
に
対
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の
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や
す
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よ
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に
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の
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、
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起
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で
、
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に
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た
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の
駅
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思
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の
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」
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出
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も
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現
。
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内
外
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を
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に
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の
未
来
を
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く
の
は
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と
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う
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と
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と
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に
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を
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の
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と
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を
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こ
と
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の
教
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化
。

②
小
学
校
と
の
連
携
強
化
に
よ
る
一
体

的
な
取
組
の
実
現
。

自尊感情調査結果の変容

左から１→２→３の各学期
対象：３年生24名
主な質問項目
「自分を大切に思える」
「自分には可能性がある」
「人のために尽くしたい」

など
※参考：東京都教職員教実践研究センター

（5） 令和３年７月20日 日 本 教 育 岩 手 第 188 号
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◆ 受賞式の一コマ

・令和元年 6 月 22 日（土）（公社）日本教育会 ・（公社）日本教育会北原保雄会長から祝福を受ける

第 45 回総会の表彰式で受賞する佐藤進校長 佐藤進校長（東京都・お茶の水・ホテルジュラク）

・令和 2 年 6 月 11 日（木）八重樫勝支部長が北原  ・コロナ禍のため総会が中止となり、支部役員が

会長に代わって栗澤由紀教諭に賞状を伝達         土淵小学校を訪問。前列右は校長佐々木哲也氏

・令和 3 年 5 月 27 日（木）八重樫支部長が北原 ・コロナ禍のため総会が中止となり、支部役員が

会長に代わって石川 健校長に賞状を伝達 石川 健校長の現在の勤務校盛岡市立乙部中学校

を訪問する。

（ ） 会 賞校

　　　　 ２２年度 令和２年度

校 び 主題
数

全国 数

賞
盛岡市立 小学校

　「 ・ を活かし、分かる・できる児童を育てるための指導の在り方～課題解決的な
学習 程の を通して 体育科 ～」

奨励賞
村立 小学校

　「 語の力をみがき い、 かな子どもを育てる学習指導の工夫」

参加賞
盛岡市立 小学校

　「 い る とたく しさを育てる 教育～自分を める とを通して、しな かに学
ぶ子どもを育てる」

参加賞
盛岡市立 小学校

　「 を な と の ができる子～対話の力を う国語科の学習を通して～

奨励賞
市立 中学校

　「 力 る学校 くり～活力 る生徒の育成～」

奨励賞
市立 小学校

「学校・ ・地域が連携・ した学習 の ～ の教育 能を活 した
学習の ～」

参加賞
市立

　「生きる力を くむ 教育を考える か の 教育と の ～
る 教育の と 実～」

参加賞
市立 小学校

　「子どもに力を ける授業の ～授業か かに学び、自 の授業改善に活かす授
業 の ～

参加賞
一 市立 小学校

　「自分の い 考えを伝え合う力を める学習指導の在り方～ 語能力を とした
かな表現 をめ して～

参加賞
市立 子中学校

　「自 の考えを表現できる力を育てる指導の在り方～ ・ の活 を通して～

参加賞
盛岡市立 小学校

　「新しい のための 考～ ・ の か 学ぶ と～

奨励賞
盛岡市立 小学校

　「 考力・ 力・表現力を める学習指導の工夫～ 活 と を視点とした授業
の改善を通して～

奨励賞
盛岡市立 田中学校

　「 力 る学校 くり～活力 る生徒の育成～」

奨励賞
市立 中学校

　「 を り、 を育む 教育 ～学校 連携・地域連携を通して～」

参加賞
遠野市立遠野小学校

　「 るさとを し、 土 学校を りとする児童の育成～ 続く全校表現活 遠野の
の 語 の を通して～」

参加賞
野町立 野中学校

　「よく学び　 え合う　 い りの る 」を 指して

参加賞
市立 工小学校

　「地域に し自分の いを表現する子どもの育成～ ・ の指導を通して～

２４年度 ６校（６３）

４校（４ ）

校（４ ）２３年度

２２年度

31
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◆ 受賞式の一コマ

・令和元年 6 月 22 日（土）（公社）日本教育会 ・（公社）日本教育会北原保雄会長から祝福を受ける

第 45 回総会の表彰式で受賞する佐藤進校長 佐藤進校長（東京都・お茶の水・ホテルジュラク）

・令和 2 年 6 月 11 日（木）八重樫勝支部長が北原  ・コロナ禍のため総会が中止となり、支部役員が

会長に代わって栗澤由紀教諭に賞状を伝達         土淵小学校を訪問。前列右は校長佐々木哲也氏

・令和 3 年 5 月 27 日（木）八重樫支部長が北原 ・コロナ禍のため総会が中止となり、支部役員が

会長に代わって石川 健校長に賞状を伝達 石川 健校長の現在の勤務校盛岡市立乙部中学校

を訪問する。

（ ） 会 賞校

　　　　 ２２年度 令和２年度

校 び 主題
数

全国 数

賞
盛岡市立 小学校

　「 ・ を活かし、分かる・できる児童を育てるための指導の在り方～課題解決的な
学習 程の を通して 体育科 ～」

奨励賞
村立 小学校

　「 語の力をみがき い、 かな子どもを育てる学習指導の工夫」

参加賞
盛岡市立 小学校

　「 い る とたく しさを育てる 教育～自分を める とを通して、しな かに学
ぶ子どもを育てる」

参加賞
盛岡市立 小学校

　「 を な と の ができる子～対話の力を う国語科の学習を通して～

奨励賞
市立 中学校

　「 力 る学校 くり～活力 る生徒の育成～」

奨励賞
市立 小学校

「学校・ ・地域が連携・ した学習 の ～ の教育 能を活 した
学習の ～」

参加賞
市立

　「生きる力を くむ 教育を考える か の 教育と の ～
る 教育の と 実～」

参加賞
市立 小学校

　「子どもに力を ける授業の ～授業か かに学び、自 の授業改善に活かす授
業 の ～

参加賞
一 市立 小学校

　「自分の い 考えを伝え合う力を める学習指導の在り方～ 語能力を とした
かな表現 をめ して～

参加賞
市立 子中学校

　「自 の考えを表現できる力を育てる指導の在り方～ ・ の活 を通して～

参加賞
盛岡市立 小学校

　「新しい のための 考～ ・ の か 学ぶ と～

奨励賞
盛岡市立 小学校

　「 考力・ 力・表現力を める学習指導の工夫～ 活 と を視点とした授業
の改善を通して～

奨励賞
盛岡市立 田中学校

　「 力 る学校 くり～活力 る生徒の育成～」

奨励賞
市立 中学校

　「 を り、 を育む 教育 ～学校 連携・地域連携を通して～」

参加賞
遠野市立遠野小学校

　「 るさとを し、 土 学校を りとする児童の育成～ 続く全校表現活 遠野の
の 語 の を通して～」

参加賞
野町立 野中学校

　「よく学び　 え合う　 い りの る 」を 指して

参加賞
市立 工小学校

　「地域に し自分の いを表現する子どもの育成～ ・ の指導を通して～

２４年度 ６校（６３）

４校（４ ）

校（４ ）２３年度

２２年度
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奨励賞
遠野市立遠野 小学校

　「 数科における 考力を める指導の り方 ～ 考 に じた学び合いの工夫を通
して～」

奨励賞
盛岡市立 野中学校

　「地域で学ぶ とを通して かな生徒の育成～ み の を通して～」

奨励賞
野田村立野田中学校

　「地域・ と に む 学習の ～地域 の を通して 外 を
に～」

参加賞
代村立 代小学校・中学校

　「 るさとを し、 的を て学び続ける児童・生徒の育成～ しい小中一 教育の
り方の 求を通して～」

参加賞
市立 工小学校

　「子どもに生きる力を育て、地域に活力をもた す学校 くり」

参加賞
町立 中学校

　「生 に た て健 な生活を実 できる生徒の育成～ 科 健指導を中 に えて
～」

賞
盛岡市立 小学校

　「 い る とたく しさを育てる 教育」

賞
野田村立野田中学校

　「地域の い としての自 を 、主体的に考え、 する生徒の育成～地域 を
活かした授業 りと外 の の 的な活 を通して～」

賞
山田町立 小学校

　「 たした の で るさとを 活 ～全校表現活 よ を とした 教育
の ～」

奨励賞
盛岡市立 中学校

　「 に し主体性をも て生きていく力の育成～小・中学校の かな 続を し
た指導を通して～」

賞
町立 中学校

　「 土を する 育成をめ す 教育の ～ を育てる を通して
くりと 生の を育む実 的 ～」

参加賞
町立 小学校

「よりよい生き方を求め、実 する児童の育成～ の 教育 の取り組みを通して
～」

参加賞
町立 小学校

　「 で学力 に取り組む学校 くり」

参加賞
紫波町立 平 小学校

　「楽しく 的に学び、 かな学力が身に く学習 くり～ いを にした授業
の工夫～」

参加賞
市立一 中学校

　「教科化に けた 教育の と校 の指導～授業・ の指導を中 にして～」

２５年度 ６校（４ ）

２校（２６）

校（４６）

２６年度

２ 年度

3

賞
八幡平市立 中学校
「 ～ の力を え、 考力・ 力・表現力を育む学習指導の り方～」

奨励賞
紫波町立 小学校
「 能力を め、よりよい考え方を追求する子どもの育成～国語・ ・外

国語活 英語 におけるかか り合い活 を通して～」

奨励賞
盛岡市立 が 小学校
「学び合い、 め合い、 え合う教 を 指して～ 授業 ・ 育てなが

育 ・ の の取り組みを中 に～」

奨励賞
市立新 小学校

「小さな学校の小さな学校 くり～ 自 考え する子ども を 指しての 教育改
善の み と学校の活性化～」

参加賞
町立 小学校

　「地域の一 としての自 を育む学校 くり」

参加賞
盛岡市立 野中学校
「 学校 を 考する～生徒 に る指導の 質と ～」

賞
盛岡市立 中学校
「 代に対 した中学校英語教育の 」

奨励賞
紫波町立 小学校
「 分 活 分 の で う 外国語 英語 」

奨励賞
八幡平市立 田小学校
「 土に りを 、地域に する児童の育成～ 伝か を り活 する実

を通して～」

参加賞
町立 山小学校

「 いを て伝え合い、 め合う子どもの育成～国語 数 における 語活 の
実を通して～」

参加賞
町立 小学校

　「分かる 数の授業～ と 数と な なが ～」

参加賞
盛岡市立 中学校
「自 考え し、主体的に できる生徒の育成～い て 教育の視点か え

た学びの活 を通して～」

会長賞
盛岡市立 田中学校
「主体的・対話的で深い学びの実現に けた授業改善～生徒が主 の授業の り方～」

賞
町立一方 小学校

「地域 の 解と りを深め を める教育の在り方～地域と一体とな た
「田 」の取組を通して～」

賞
市立 中学校

「科学的 を活 した学校 ～ 中方 ・ を通して～」

３校（６６点）

６校（５６点）

６校（４ 校）

３ 年度

２ 年度

２ 年度
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奨励賞
遠野市立遠野 小学校

　「 数科における 考力を める指導の り方 ～ 考 に じた学び合いの工夫を通
して～」

奨励賞
盛岡市立 野中学校

　「地域で学ぶ とを通して かな生徒の育成～ み の を通して～」

奨励賞
野田村立野田中学校

　「地域・ と に む 学習の ～地域 の を通して 外 を
に～」

参加賞
代村立 代小学校・中学校

　「 るさとを し、 的を て学び続ける児童・生徒の育成～ しい小中一 教育の
り方の 求を通して～」

参加賞
市立 工小学校

　「子どもに生きる力を育て、地域に活力をもた す学校 くり」

参加賞
町立 中学校

　「生 に た て健 な生活を実 できる生徒の育成～ 科 健指導を中 に えて
～」

賞
盛岡市立 小学校

　「 い る とたく しさを育てる 教育」

賞
野田村立野田中学校

　「地域の い としての自 を 、主体的に考え、 する生徒の育成～地域 を
活かした授業 りと外 の の 的な活 を通して～」

賞
山田町立 小学校

　「 たした の で るさとを 活 ～全校表現活 よ を とした 教育
の ～」

奨励賞
盛岡市立 中学校

　「 に し主体性をも て生きていく力の育成～小・中学校の かな 続を し
た指導を通して～」

賞
町立 中学校

　「 土を する 育成をめ す 教育の ～ を育てる を通して
くりと 生の を育む実 的 ～」

参加賞
町立 小学校

「よりよい生き方を求め、実 する児童の育成～ の 教育 の取り組みを通して
～」

参加賞
町立 小学校

　「 で学力 に取り組む学校 くり」

参加賞
紫波町立 平 小学校

　「楽しく 的に学び、 かな学力が身に く学習 くり～ いを にした授業
の工夫～」

参加賞
市立一 中学校

　「教科化に けた 教育の と校 の指導～授業・ の指導を中 にして～」

２５年度 ６校（４ ）

２校（２６）

校（４６）

２６年度

２ 年度

3

賞
八幡平市立 中学校
「 ～ の力を え、 考力・ 力・表現力を育む学習指導の り方～」

奨励賞
紫波町立 小学校
「 能力を め、よりよい考え方を追求する子どもの育成～国語・ ・外

国語活 英語 におけるかか り合い活 を通して～」

奨励賞
盛岡市立 が 小学校
「学び合い、 め合い、 え合う教 を 指して～ 授業 ・ 育てなが

育 ・ の の取り組みを中 に～」

奨励賞
市立新 小学校

「小さな学校の小さな学校 くり～ 自 考え する子ども を 指しての 教育改
善の み と学校の活性化～」

参加賞
町立 小学校

　「地域の一 としての自 を育む学校 くり」

参加賞
盛岡市立 野中学校
「 学校 を 考する～生徒 に る指導の 質と ～」

賞
盛岡市立 中学校
「 代に対 した中学校英語教育の 」

奨励賞
紫波町立 小学校
「 分 活 分 の で う 外国語 英語 」

奨励賞
八幡平市立 田小学校
「 土に りを 、地域に する児童の育成～ 伝か を り活 する実

を通して～」

参加賞
町立 山小学校

「 いを て伝え合い、 め合う子どもの育成～国語 数 における 語活 の
実を通して～」

参加賞
町立 小学校

　「分かる 数の授業～ と 数と な なが ～」

参加賞
盛岡市立 中学校
「自 考え し、主体的に できる生徒の育成～い て 教育の視点か え

た学びの活 を通して～」

会長賞
盛岡市立 田中学校
「主体的・対話的で深い学びの実現に けた授業改善～生徒が主 の授業の り方～」

賞
町立一方 小学校

「地域 の 解と りを深め を める教育の在り方～地域と一体とな た
「田 」の取組を通して～」

賞
市立 中学校

「科学的 を活 した学校 ～ 中方 ・ を通して～」

３校（６６点）

６校（５６点）

６校（４ 校）

３ 年度

２ 年度

２ 年度
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 会長賞
遠野市立土淵小学校
「課題解決に主体的に取り組む児童の育成～中学校区での連携を通して～」

奨励賞
盛岡市立仁王小学校

　「新しい教育課程の編成と授業の改善～主体的・対話的で深い学びによる資質・能力の
育成～」

奨励賞
紫波町立紫波第一中学校
「次代を切り拓く資質・能力を身に付けた生徒の育成～主体的・対話的な学びの視点を

活かした授業改善を通して～」

参加賞
八幡平市立田山小学校
「主体的に学ぶ子どもの育成～英語に親しみ、伝え合う楽しさを実感できる外国語指導

の工夫を通して～」

会長賞
田野畑村立田野畑中学校
「自分の力を信じ、可能性を追求し続ける生徒の育成～地域学における自尊感情健全

化の試み～」

奨励賞

遠野市立綾織小学校
　「児童が主体的に学ぶための授業改善～学び合いを通した数学的な表現の育成を通し
て」

奨励賞
八幡平市立松野小学校
「読みを深め、自分の考えを形成する国語科学習指導の在り方」

３校（６５点）

令和元年度10 ４校（６２点）

11 令和２年度
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